
前
々
号
（
実
践
女
子
一
是

で
は
第
三
冊
を
翻
刻
す
る
。

【
凡
例
】
（
各
冊
に
お
い
一

一
、
本
翻
刻
は
実
践
女
子
‘

一
、
本
稿
で
は
第
三
冊
を
《

一
、
原
本
の
行
取
り
、
改
一

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
マ

ー
、
問
答
の
頭
左
右
に
朱
一

一
、
頭
書
並
び
に
合
点
は
牛

一
、
書
名
符
及
び
朱
引
等
唖

一
、
傍
注
は
本
文
よ
り
活
｛

一
、
虫
損
等
に
よ
る
欠
字
〔

一
、
一
つ
ま
た
複
数
の
「
．

調
査
報
告
五
十
六
’
三

原
本
の
行
取
り
、
改
丁
に
準
じ
、
墨
付
丁
数
及
び
オ
・
ウ
の
省
略
符
号
を
付
し
て
（
」
１
オ
）
の
如
く
示
す
。

漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。
異
体
字
（
可
）
（
乙
は
そ
れ
ぞ
れ
（
コ
ト
）
、
（
シ
テ
）
と
示
す
。

問
答
の
頭
左
右
に
朱
で
合
点
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
（
、
、
／
）
と
示
す
。

頭
書
並
び
に
合
点
は
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中
に
お
け
る
朱
の
書
入
は
（
〔
〕
）
で
示
す
。

書
名
符
及
び
朱
引
等
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
今
回
は
省
く
。

傍
注
は
本
文
よ
り
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
原
本
に
準
じ
、
傍
記
す
る
。

虫
損
等
に
よ
る
欠
字
分
は
□
を
以
っ
て
示
す
。

一
つ
ま
た
複
数
の
「
上
」
を
以
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
見
せ
消
ち
は
本
文
左
傍
に
（
上
）
と
示
す
。

本
稿
で
は
第
三
冊
を
翻
刻
す
る
。

原
本
の
行
取
り
、
改
丁
に
準
じ
、

心
例
】
（
各
冊
に
お
い
て
朱
墨
の
割
合
に
差
が
あ
る
た
め
、
朱
墨
表
記
に
関
す
る
凡
例
は
各
冊
ご
と
に
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
）

本
翻
刻
は
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
古
今
和
歌
集
間
害
』
（
五
冊
）
を
底
本
と
し
て
翻
刻
を
進
め
る
。

（
実
践
女
子
章
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
十
八
号
「
山
岸
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』
翻
刻
（
二
）
」
）
に
引
き
続
き
、
本
稿

山
岸
文
庫
蔵
「
古
今
和
歌
集
聞
耆
』
翻
刻

（
一
一
一
）

牧西杉

野澤山

和美友

夫仁美
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あ
り
か
す
に
せ
ん

ち
よ
に
や
千
代
に

先
賀
卜
は
上
鳴
は
年
の
十
二
に
満
す
る
時
春
秋
の
祝
二
有
春
の
祝
を
は

花
の
賀
と
い
ひ
秋
の
祝
を
は
紅
葉
の
賀
と
云
也
是
は
必
年
の
数
神
供

を
備
へ
て
年
の
数
の
事
を
し
て
神
に
手
向
る
な
り
或
は
舞
詩
歌
管

絃
に
な
り
我
君
の
吾
に
ち
よ
に
や
ち
よ
に
と
云
に
二
義
有

ニ
セ
ン

家
隆
に
は
千
世
に
や
千
代
に
と
害
り
是
も
二
千
世
や
と
云
は
久
し
き
事
を

チ
ヨ
ニ
ヤ

こ
め
て
云
也
当
流
一
一
は
不
然
千
世
弥
千
世
ト
書
，
苔
の
む
す
と
は

カ
サ
ナ

ミ
カ
ク
レ
ノ
ヰ
セ
キ
ノ
イ
ワ
ホ
コ
ケ
ム
シ
テ
イ
ク
ヨ
力

重
ル
を
云
也
万
葉
云
水
隠
礼
野
井
関
之
巌
苔
重
天
幾
世
賀

へ
ニ
シ
タ
マ
ノ
ヰ
ノ
カ
ハ

経
永
紫
玉
野
井
野
河
さ
れ
は
む
す
と
は
か
さ
な
れ
る
を
云
也
又
繁
き
義
也

ム
ス

、
、
、
、
、
、

茂
の
字
也
此
吾
は
延
喜
御
門
春
宮
の
御
時
寛
平
七
年
正
月
に
人
々
を
め
し
て

副
ょ
ま
せ
給
ひ
け
る
に
読
ル
也
わ
た
つ
う
み
の
牙
に
君
は
ち
と
せ
の
あ
り
か

。
○
唾
。
○

す
に
せ
む
と
は
君
か
ち
と
せ
を
経
へ
き
数
に
せ
む
と
云
也
此
寄
は
同
し
御
門

を
祝
ひ
奉
て
読
ル
貞
信
公
の
御
寄
也
し
ほ
の
山
さ
し
て
の
磯
は
越
後

の
国
に
有
し
ほ
の
山
の
吾
に
や
ち
よ
と
は
弥
千
世
也
此
吾
は
忠
仁
公
の
関

白
の
さ
か
り
な
り
し
時
を
読
給
染
殿
の
内
侍
吾
也
わ
か
ょ
は
ひ
の
奇
は
延

喜
の
末
春
宮
の
御
嵜
廿
の
御
賀
の
時
よ
み
給
貞
信
公
の
御
寄
也
や
ち
よ

と
は
弥
千
世
也
仁
和
の
御
時
と
は
光
孝
天
皇
也
遍
昭
か
七
十
の
賀
と
は

古
今
和
歌
集
巻
第
七

古
今
和
歌
集
第
三

○
賀
計

辻
〈
五

圓
蔵
坊

元
超
蔵

」
前
表
紙

」
前
見
返
し

」
１
１
‐
オ
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五十六一三山岸文庫蔵『古今和歌集間書』

か
い
く
、
も
れ

か
く
し
つ

天
子
自
ラ
コ
ト
ヲ

君
か
と
の
給
ふ

二
葉

白
か
ね
の
枝

ち
と
せ
の
坂

遍
昭
七
十
の
賀
花
山
の
家
に
て
し
け
る
時
読
て
遣
す
吾
也
遍
昭
は

ハ
ハ
カ
タ

彼
御
門
に
は
御
母
方
の
お
ち
也
奇
に
か
く
し
つ
上
と
は
如
此
し
っ
と
云

義
也
君
か
や
ち
よ
と
は
王
の
弥
千
代
に
あ
ふ
よ
し
も
か
な
と
云
義
也
さ

れ
は
我
事
を
君
か
と
読
給
也
仁
和
の
御
門
の
御
お
は
と
は
文
徳
天

カ
ウ
シ

皇
第
一
の
姫
宮
孝
子
内
親
王
に
一
条
の
宮
卜
号
す
白
金
の
杖
を

作
り
て
と
は
必
す
御
賀
に
太
杖
と
屏
風
と
を
結
構
に
す
る
也
吾
に

ち
と
せ
の
坂
と
は
老
の
さ
か
り
な
り
老
は
行
に
随
て
く
る
し
き
故
に
坂
に
た

と
ふ
文
選
云
千
年
栄
華
は
作
為
二
後
世
↓
誰
レ
人
ヵ
帰
ユ
行
跡
一
一
唯
禦
独
り
悲
ム

キ

老
坂
／
道
長
房
利
触
ヵ
永
命
終
二
是
不
レ
逗
孫
公
呈
王
ノ
得
哩
徳
其
レ
未
し
満

万
歳
↓
い
へ
り
是
は
魯
ノ
哀
公
ノ
遁
世
ノ
心
座
テ
書
給
詞
也
孫
公
呈
王
は
共
に
御

門
也
仙
を
好
て
地
仙
と
な
り
し
か
と
前
讓
を
は
給
す
と
い
へ
り
長
房
利
騏

”
○

も
仙
人
な
れ
ど
も
無
常
に
は
随
ぬ
と
云
心
也
さ
れ
は
千
世
の
坂
と
は
老
の
坂
也

タ
チ
カ
ヘ
ル
コ
ソ
ナ
ケ
レ
ヲ
ヒ
ノ
サ
カ
コ
ヘ
テ
ク
ル
シ
キ
、
尋
、
チ
ニ
ヤ
ア
ル
ラ
ム

古
撰
云
立
帰
留
習
上
古
曽
無
礼
老
野
坂
越
天
苦
幾
路
永
哉
有
無

堀
川
の
お
ほ
い
ま
く
ち
き
み
と
は
昭
宣
公
此
時
は
い
ま
た
関
白
に
な
ら
す
し
て

一
一

右
大
臣
に
て
座
し
け
る
時
の
事
也
四
十
の
賀
は
貞
観
十
八
年
三
月
也
九
条
の
家
と
は

未
開
白
に
座
シ
け
る
時
九
条
の
家
に
す
み
給
ひ
け
り
今
の
九
条
殿
の

御
所
是
な
り
後
は
堀
川
に
御
所
作
て
す
承
給
ひ
け
れ
は
堀
河
殿
と
云
也

桜
花
の
奇
に
ち
り
か
い
く
も
れ
と
は
か
き
く
も
れ
と
云
心
な
り
お

ひ
て
の
こ
ひ
と
云
な
る
道
ま
と
ふ
か
に
と
は
桜
は
年
わ
か
き
時
の

花
な
れ
は
散
く
も
れ
そ
の
香
の
に
ほ
は
入
老
の
道
ま
と
ひ
て

ダ
ウ

よ
も
う
し
と
云
也
公
任
老
後
の
述
懐
の
賦
云
遠
霞
埋
レ
路
ヲ

キ
タ
ラ
ソ
カ
タ

ク
マ

ト
キ

老
ノ
来
方
山
花
隠
姪
跡
ヲ
傾
ク
齢
ノ
隈
是
も
此
意
害
リ
貞
辰
ノ
み
こ
；

は
千
時
中
務
卿
ノ
三
品
清
和
第
七
ノ
王
子
也
を
は
と
は
御
母
方
の
を
は
な
り

」
２
オ

－
１
ウ

Ｌ
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賀
は
三
月

十
月
に
有
也

二
葉

三

葉
か
め
の
を
の

ノ
Ⅶ
ソ
コ

忠
仁
公
の
御
い
も
う
と
教
子
よ
そ
ち
は
四
十
也
大
井
と
は
大
井
河
也
彼
教

コ
レ
ヲ
カ

子
の
御
所
か
し
こ
に
有
亀
の
を
は
か
め
山
な
り
奇
二
別
義
な
し
紀
ノ
惟
岡

ヨ
シ
ヒ
ワ
ト

ト
は
淑
人
の
一
男
也
貞
保
の
み
こ
と
は
清
和
第
三
の
皇
子
一
品
式
部
卿

岡
村
ノ
宮
卜
申
是
也
又
南
院
殿
と
も
号
す
后
の
宮
と
は
御
母
二
条
の
后
也

彼
后
の
五
十
の
御
賀
は
元
慶
七
年
三
月
也
賀
は
か
な
ら
す
三
月
十
月

に
有
牙
二
無
義
本
康
の
御
子
ト
は
仁
明
天
皇
第
九
ノ
御
子
一
品
式
部
卿
八

に

条
／
宮
と
号
す
七
十
／
賀
は
昌
泰
三
年
の
春
也
奇
に
無
義
い
に
し
へ

こ

に
あ
り
さ
あ
ら
ず
は
の
歌
は
本
康
ゑ
こ
の
御
賀
の
時
の
寄
也
寄
無

義
ふ
し
て
お
も
ひ
の
吾
無
義
同
時
の
吾
也
藤
原
三
善
卜
は
干
時

ア
キ
ッ
ネ

長
門
守
此
人
冬
嗣
ノ
第
十
二
ノ
子
也
し
と
秋
経
／
侍
従
の
養
子
と
す
秋

経
は
冬
嗣
の
兄
也
此
人
は
滋
春
か
し
う
と
也
鷆
亀
の
嵜
無
義
侍
従

時
春
は
滋
春
か
一
男
也
良
峯
の
経
成
は
千
時
中
納
言
遍
昭
か
兄
也

姫
に
か
は
り
と
は
遍
昭
か
姫
に
か
は
り
て
読
也
彼
姫
は
素
性
か
い
も
う

イ
ツ
ミ

ミ
ツ
．

と
也
萬
代
の
吾
無
義
内
侍
の
か
み
と
は
泉
ノ
右
大
将
定
国
ノ
娘
満
子
也

ア
キ
カ
ケ

四
条
の
宰
相
源
ノ
顕
景
ヵ
室
也
顕
景
は
文
徳
の
王
子
也
右
大
将
藤
原
朝
臣
ト
云
は
定

国
か
事
也
春
日
野
の
吾
に
若
菜
つ
み
て
祝
す
る
と
云
事
は
序
に

～

如
レ
云
山
た
か
桑
の
牙
義
な
し
め
つ
ら
し
き
の
計
無
義
す
み
の
え
の

吾
に
無
義
千
鳥
鳴
の
寄
無
義
楚
識
唖
銅
唾
刎
迦
一
有
秋
く
れ
は
の
牙
無

義
白
雪
の
吾
無
義
春
宮
む
ま
れ
給
へ
り
と
は
延
喜
第
二
／
王
子
保

明
親
王
延
喜
三
年
四
月
十
一
日
御
誕
生
同
六
年
太
子
二
立
シ
同
年
元
服
ア
ー

峯
た
か
み
春
日
の
山
に
出
る
日
と
は
糸
こ
の
生
し
給
を
云
春
日
は
藤
原
の
氏

神
也
此
王
子
は
昭
宣
公
の
御
む
す
め
也
小
河
の
女
御
の
御
は
ら
也
さ
れ
は

春
日
の
山
を
出
る
日
と
云
也

」
３
オ

」
２
ウ
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た
ら
ち
ね

た
ら
ち
を

す
か
る
な
く

（
約
二
行
分
余
白
）

古
今
和
寄
集
巻
第
八
○
離
別
弓

た
ち
わ
か
れ
い
な
は
の
山
の
吾
は
清
和
の
御
時
行
平
因
幡
守
成
て

下
り
け
る
時
行
平
の
母
遁
世
し
て
か
つ
ら
に
住
給
ひ
け
る
所
へ

エ
タ

読
て
け
る
彼
母
〈
惟
條
ノ
親
王
ノ
娘
〆
光
仁
天
皇
ノ
御
孫
也
寄
無
義

す
か
る
な
く
の
吾
は
す
か
る
と
は
鹿
也
此
吾
は
神
亀
元
年
八
月
に
聖
武

明

天
皇
伊
勢
太
神
宮
に
行
幸
あ
り
聖
武
ノ
后
午
光
○
皇
后
宮
王
ノ

出
給
ひ
御
袖
を
ひ
か
へ
て
読
給
吾
也
皇
后
宮
は
淡
海
公
不
比
等
御
娘
也

タ
カ
ム
ラ

か
き
り
な
き
の
吾
は
小
野
篁
嵯
峨
天
皇
ノ
御
時
隠
岐
の
国
へ
流
れ
て

行
け
る
時
中
納
言
藤
原
兼
輔
卿
へ
読
て
送
ル
寄
也
兼
輔
は
良
門
ノ
三
男
也
寄

チ
フ
ル

無
義
小
野
千
古
子
時
左
中
弁
篁
の
孫
大
納
言
好
古
か
三
男
也
吾
無

上

義
た
ら
ち
ね
と
は
母
也
又
た
ら
ち
め
と
も
云
た
ら
ち
を
は
父
也
万
葉

タ
ラ
チ
ヲ
タ
ラ
チ
メ

ヤ
ヲ
カ
ユ
ク
言
、
チ
ノ
ス
ヱ
コ
ソ
ト
ヲ
ケ
レ
ト

生
親
男
生
親
女
ト
害
リ
万
葉
云
八
岡
行
道
野
末
古
曽
遠
建
礼
登

タ
ラ
チ
メ
ノ
コ
ト
ハ
ワ
ス
レ
シ

我
ヵ
生
親
女
野
事
波
忘
紫
と
い
へ
り
や
を
か
ゆ
く
と
は
大
唐
二
南
州
へ
越
沙

道
二
八
ノ
坂
有
虎
多
く
し
て
人
い
き
て
帰
る
事
す
ぐ
な
し
さ
れ
は
旅

の
道
の
悲
し
さ
は
必
す
や
を
か
行
と
読
る
又
は
八
百
日
ゆ
く
と
言
て

や
を
か
行
と
読
り
是
も
大
国
の
事
也
お
や
の
ま
も
り
と
あ
ひ
そ
ふ

カ
ナ
タ
コ
ナ
タ

る
と
云
は
本
文
を
ょ
め
り
西
州
ノ
丸
山
〈
稚
隔
左
右
ノ
里
↓
思
プ
レ
子
ヲ
意
《

マ
モ
Ⅲ
〃

不
し
為
子
守
乎
此
文
政
纒
二
有
文
の
意
〈
丸
山
上
天
台
山
ヲ
具
シ
テ
大
な
る

ト
ウ

山
九
シ
有
胡
通
卜
云
シ
者
親
深
く
い
と
お
し
か
る
家
賓
シ
ク
な
り
て

彼
丸
山
を
越
て
あ
な
た
な
る
国
に
金
有
繕
ナ
ル
あ
た
ひ
を
持
て

行
い
れ
は
多
ク
の
金
を
買
う
彼
胡
道
此
金
か
い
に
行
ク
出
立
よ
り

し
て
親
し
は
し
も
忘
る
上
事
な
く
恋
か
る
或
山
の
中
を
行
ク
鬼
来
テ

」
４
ウ

」
４
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か
へ
る
山

取
ン
ト
ス
夢
の
様
な
る
心
地
し
て
大
な
る
袋
を
う
ち
着
す
る
様
に
覚
け

れ
は
鬼
見
つ
け
す
し
て
不
取
不
思
議
と
思
て
其
夜
ね
た
り
け

れ
は
夢
に
母
み
へ
て
云
我
汝
を
深
く
思
故
わ
か
お
も
ひ
汝
か
守
り
と

成
て
汝
を
た
す
け
た
り
と
云
夢
さ
め
て
後
チ
深
孝
養
の
志
シ
深
ク
な

れ
り
此
文
の
意
を
読
リ
け
る
吾
也
貞
辰
の
み
》
界
は
同
上
ニ
藤
原
ノ

清
文
＃
〈
彼
家
の
み
こ
に
仕
ま
つ
り
し
人
也
是
は
播
磨
守
百
家
か
一
男
近

江
ノ
介
二
成
て
行
↑
〈
清
和
の
御
時
也
吾
に
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
む
袖
の
露
け

き
と
云
事
は
夜
ふ
ら
れ
は
必
す
露
は
置
ま
さ
る
意
を
云
也
こ
し
へ

ま
か
る
人
と
は
紀
時
文
越
前
ノ
守
成
て
延
喜
ノ
御
時
ゆ
く
な
り
か
へ
る
山

モ
・
卜

と
は
越
前
有
寄
無
義
人
の
馬
の
は
な
む
け
と
は
橘
の
延
幹
延
喜
の
御
時

か
ら
も
の
上
御
使
を
給
て
延
喜
の
始
に
筑
紫
へ
行
け
る
時
人
々
あ
ま
た

馬
の
は
な
む
け
し
け
る
時
読
ル
也
貫
之
は
延
幹
に
は
あ
ひ
む
こ
也
し
う
と

チ
カ

は
兵
部
卿
紀
為
俊
後
名
を
あ
ら
た
め
て
長
親
と
云
是
は
淑
望
か
二
男
也

唐
物
使
卜
〈
唐
よ
り
日
本
へ
宝
内
渡
ル
請
取
二
行
御
使
也
お
し
む
か
ら
の

寄
義
な
し
友
た
ち
の
人
の
国
へ
行
と
は
紀
の
有
恒
甲
斐
守
に
て

あ
り
し
時
其
二
男
利
貞
か
親
の
も
と
へ
下
り
け
る
時
滋
春
か
も
と
へ

よ
ひ
て
饒
な
と
し
て
読
ル
寄
二
義
な
し
あ
つ
ま
の
方
へ
ま
か
る
人
と
は

大
江
千
里
駿
河
守
に
な
り
て
寛
平
の
御
時
下
り
け
る
に
読
ル
な
り

ア
ッ
ユ
キ

カ
こ
、

伊
香
胡
の
敦
行
是
は
近
江
の
国
ノ
住
人
嶋
ノ
上
ノ
在
庁
伊
香
胡

内
丸
ヵ
子
也
宇
多
天
皇
ノ
御
時
内
裏
北
ノ
番
に
参
り
て
月
夜
大
庭
に

侍
り
け
る
か
月
を
み
て
一
首
吾
を
読
ム
新
撰
集
二
入
し
り
其
寄
二
云

久
か
た
の
雲
井
に
ち
か
き
月
影
を
心
の
ま
坐
に
な
か
め
つ
る
か

な
此
吾
を
御
門
聞
召
し
て
召
出
て
昇
殿
を
ゆ
る
さ
る
干
時
修
理
権
ノ

」
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あ
さ
な
げ
に

旅
を
草
枕

け
い
へ
き
物
を

た
く
へ
て
や
、
。

そ
へ
て
や
る

か
ら
衣

葉

と
云
り

小
進
に
任
す
吾
に
身
を
し
わ
け
ね
は
と
は
志
ヲ
思
へ
と
も

身
を
は
分
て
や
ら
ね
は
心
を
君
に
そ
へ
て
や
る
と
読
ル
也

ヨ
ロ
ツ
ヲ

チ
カ
ヌ

逢
坂
に
て
人
を
別
る
と
は
仁
明
天
皇
ノ
御
時
万
男
ヵ
兄
二
難
波
ノ
千
兼

七
ウ

下
総
ノ
極
二
成
て
下
り
け
る
逢
坂
ま
て
送
り
て
読
ル
也
是
は
難

波
ノ
万
人
ヵ
子
也
吾
無
義
か
ら
衣
の
弓
藤
原
の
時
平
ノ
卿
未

中
将
ノ
御
時
筑
前
守
に
成
て
下
り
け
る
時
陽
成
天
皇
の
姫
宮
を

北
の
か
た
に
し
給
ひ
た
り
し
か
近
院
右
大
臣
能
有
の
娘
を
北
ノ
方
一
一

し
て
彼
姫
宮
を
は
す
さ
め
奉
り
て
津
の
国
あ
し
や
の
里
に
家
作

イ
‐
マ

し
て
捨
置
キ
奉
テ
今
の
北
ノ
方
を
具
し
て
筑
紫
へ
下
り
給
ふ
と
て

彼
あ
し
や
の
里
に
来
給
ひ
た
り
け
れ
と
も
彼
宮
の
許
へ
は
座
ま

さ
す
し
て
こ
と
所
に
留
て
そ
こ
よ
り
明
日
筑
紫
へ
下
る
と
計
，

い
ひ
や
り
た
り
け
れ
は
と
か
く
返
事
は
な
く
し
て
此
吾
を
読
て
送
り
給

唐
衣
と
は
大
臣
以
下
の
人
に
は
読
へ
か
ら
す
け
い
へ
き
物
と
は
き

ウ
ッ
ク

え
ぬ
へ
き
物
と
云
事
也
常
陸
へ
罷
け
る
と
は
藤
原
ノ
公
俊
彼
籠
か

タ
ッ
ク

許
に
か
ょ
ひ
け
る
延
喜
の
御
時
公
俊
常
陸
守
に
成
て
下
げ
る
に
読
て

カ
ホ
ル

遣
ス
公
俊
は
勧
修
寺
の
右
大
臣
定
方
ノ
ー
男
寵
は
源
の
弼
か
娘
な
り
此
人

に
多
ノ
よ
ぷ
有
ウ
ッ
ク
メ
ヅ
ラ
シ
メ
ッ
ク
『
一
ホ
ウ
誰
然
不
レ
知
其
義
宅

。
タ
マ
ノ
ヰ
ノ
、
、
、
ツ
ク
サ

あ
さ
な
げ
に
と
は
あ
け
く
れ
な
り
万
葉
云
玉
野
井
野
水
草

・
モ
ク
モ
ル
サ
ミ
ダ
レ
ノ
ア
サ
ロ
ケ
ニ
フ
ル
コ
ロ
ノ
サ
ヒ
サ

毛
陰
留
五
月
雨
野
朝
暮
氷
雨
旬
野
閑
シ
佐
旅
を
草
枕
と
云

事
は
大
方
賎
キ
人
ノ
習
テ
草
な
ん
と
を
枕
に
す
る
事
有
さ
れ
と
も
漢

カ
ウ
サ
ウ

害
注
二
は
高
祖
ノ
項
庄
卜
軍
サ
せ
し
時
項
庄
軍
二
ま
け
て
逃
ヶ
行

程
に
深
野
卜
云
野
に
日
数
留
リ
居
て
草
を
結
ひ
て
枕
に
し
け
り

ト
モ
ヤ
ス

カ
・
不
シ
キ

其
意
を
倫
寧
ヵ
遠
行
ノ
記
二
云
遠
行
ノ
旅
泊
鐵
ヲ
片
敷
道
一
〈
一
二
月
ヲ
出

’
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り
是
は
文
章
博
士
藤
原
ノ
倫
寧
伊
与
国
へ
下
り
け
る
道
の
間
の

事
を
記
た
る
物
也
さ
れ
は
草
枕
と
云
事
は
是
よ
り
い
ひ
始
〆
た
り

紀
ノ
宗
定
１
は
紀
ノ
良
定
ヵ
子
也
淳
和
天
皇
ノ
御
時
遠
江
国
へ
下
り
け

る
か
妹
参
河
守
親
澄
ヵ
妻
一
一
テ
参
河
二
住
け
る
所
」
一
夜
留
て
朝
出
立
と

ま
か
り
申
て
暇
乞
け
る
に
妹
の
読
ル
寄
也
ま
か
り
申
卜
は
い
と
ま
こ
ふ
心
也
吾
に
義

な
し
あ
ひ
し
り
侍
ル
人
の
あ
つ
ま
へ
行
と
は
大
江
の
千
古
ヵ
武
蔵
国
へ

下
り
け
る
時
也
千
古
は
千
里
か
兄
朝
綱
か
男
也
計
に
わ
か
る
と
人
に
ゑ
ゆ
は

か
り
な
り
と
は
お
も
ひ
け
る
心
は
か
ょ
へ
は
身
斗
り
な
と
見
ゆ
る
な
り
と

よ
め
り
友
の
あ
つ
ま
へ
と
は
延
喜
御
時
真
静
律
師
東
国
へ
下
り
け

モ
ト
ノ
リ

る
時
也
真
静
は
平
の
元
規
か
事
良
峯
秀
岡
ト
は
干
時
民
部
大
夫
経

経

成
か
孫
孫
景
か
子
也
寄
に
心
を
ぬ
さ
と
く
た
く
と
は
あ
な
た
但
心
の
く

ヒ

ヒ
ヒ
ヒ

た
く
る
を
ぬ
さ
を
ち
ら
し
た
る
に
似
た
り
と
云
也
陸
奥
国
へ

を
ち
に
下
る
人
と
は
忠
峯
陸
奥
国
へ
目
代
に
て
下
る
也
吾
に
を
ち
と
は
あ
な
た

と
云
義
也
人
を
わ
か
れ
け
る
と
は
同
し
人
な
り
寄
無
義
あ
ひ
し
れ
る
人
の

う
し
に
と
は
紀
ノ
利
貞
か
甲
斐
国
に
下
り
し
時
寄
に
な
に
そ
は
あ

あ
り
て
り
て
と
は
名
に
あ
り
て
と
云
義
也
き
て
も
と
上
ま
ら
ぬ
な
に
こ
そ
有

け
れ
と
は
帰
る
と
云
名
は
都
へ
帰
る
と
云
名
は
か
り
欲
と
お
も
ひ
た
れ
は

又
越
路
に
帰
る
名
に
こ
そ
有
け
れ
と
云
義
也
こ
し
の
国
へ
ま
か
る
人
人

上

と
は
同
し
人
也
嵜
無
義
を
と
は
山
に
て
人
を
別
と
は
忠
峯
か
東
へ
下

ヲ

り
し
時
の
事
也
吾
に
無
義
藤
原
ノ
俊
陰
同
し
上
唐
物
と
は
同
し
上
二
是
は

年

延
喜
ノ
御
時
事
也
延
喜
二
月
九
月
也
う
へ
の
お
の
こ
と
も
と
は
定
文
貫

上

之
等
也
兼
茂
は
干
時
左
衛
門
佐
也
良
門
か
一
男
奇
に
無
義
次
ノ
弓
も

争
忽
■
ぬ
、

四
葉
同
し
時
の
嵜
也
元
親
卜
は
千
時
左
衛
門
督
中
将
篤
行
ヵ
子
也
秋
霧
の

富

」
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花
の
ま
に
ノ
、

花
の
人
留
る
事

白
女

神
並
森

か
へ
り
か
て
に

人
や
り
の
道

い
き
こ
し

身
に
しあ

れ
は

人
た
の
め

な
る

天
台
座
主

五
葉

ま
に
』
！
、

奇
に
無
義
源
ノ
実
と
は
干
時
但
馬
守
筑
紫
へ
ゆ
あ
糸
に
と
は
筑
後

■
ミ
ユ

シ
ロ
メ

御
湯
あ
糸
に
行
也
白
女
は
江
口
の
遊
女
也
い
の
ち
た
に
の
吾
無
義

山
崎
の
あ
た
神
な
ひ
の
森
と
云
は
山
崎
に
有
是
は
賀
茂
の
明
神
と

イ
‐
ワ
ウ

春
日
の
社
を
並
て
崇
一
一
依
て
神
並
ノ
森
と
云
也
か
へ
り
か
て
に

す
る
と
は
お
く
り
の
人
為
の
帰
り
か
た
く
す
る
を
云
を
く
り
の
人
々
は
藤

モ
チ

原
の
兼
輔
兼
茂
等
也
寄
に
人
や
り
の
道
と
は
人
の
や
る
み
ち
に
て

こ
し
歎

も
な
き
に
と
云
也
い
き
う
し
と
は
い
き
た
く
も
な
し
と
云
事
也
し
た

は
れ
て
の
吾
に
義
な
し
但
シ
身
に
も
あ
れ
は
身
て
あ
れ
は
と
云
意
也

藤
原
ノ
惟
岡
卜
は
干
時
小
将
国
経
ノ
大
納
言
の
三
男
是
は
武
蔵
介
に

下
る
事
は
光
孝
天
皇
の
御
時
也
か
つ
こ
え
て
の
吾
に
人
た
の
め
な
る

函
○
○

名
に
こ
そ
有
け
れ
と
は
相
坂
の
関
ト
云
は
名
は
か
り
に
て
別
れ
の
道

コ
シ

成
け
り
と
読
ル
也
大
江
の
千
古
北
へ
ま
か
る
と
は
延
喜
の
御
時
加
賀

守
二
成
て
下
る
を
云
藤
原
兼
輔
は
良
門
か
三
男
子
時
中
納
言
君

か
ゆ
く
の
吾
に
ゆ
き
の
ま
に
ｌ
、
と
は
雪
の
ひ
ま
ｊ
、
也
キ
ェ
ク
ル
ヒ
マ
也
花
山
に

力
ヤ

人
の
ま
う
て
き
て
と
は
遍
昭
か
お
ち
加
陽
ノ
親
王
ま
し
ノ
ー
て
帰

り
給
ひ
け
る
に
読
ル
也
此
加
陽
ノ
親
王
桓
武
第
十
二
ノ
御
子
桓
武
崩

は

御
ノ
時
出
家
し
て
道
雲
法
親
王
と
い
へ
る
夕
暮
の
ま
か
き
は
や
ま

弓
｛

と
見
え
な
ら
む
の
吾
は
意
は
夕
暮
の
ま
か
き
山
と
桑
え
よ
か
し
夜
こ
え
し

と
て
留
ル
計
ト
読
ル
也
山
に
の
ぼ
り
と
は
比
叡
の
山
也
人
為
と
は
山
法
師

プ
サ
ッ
ク
ム
ネ
ミ
チ

と
も
な
り
幽
仙
律
師
↑
は
天
台
座
主
也
懸
継
大
臣
ノ
孫
宗
通
也

大
納
言
ノ
子
也
藤
氏
の
人
也
わ
か
れ
を
は
の
奇
に
花
の
ま
に
ｊ
、
と
は
花

の
ま
坐
と
云
義
也
花
の
人
を
留
ル
ト
云
本
文
有
大
平
御
読
云
鉦
”
テ
宮

シ
ム
モ
ノ

ヲ
モ
ヒ

染
し
身
二
芳
女
ノ
懐
征
鰐
心
留
琴
《
人
美
花
／
色
文
文
集
云
遠
林
ノ
艶
花
〈
何

」
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山
の
舎
利
会

ふ
る
の
瀧

六
葉

お
ほ
象
き

秋
萩
は酒

の
異
名

ま
し
て

袖
の
白
玉

ユ
ウ
ベ
ノ
ナ
サ
ケ

物
ヲ
是
留
二
人
ノ
心
↓
近
苑
金
恥
何
物
ソ
是
知
暮
情
臺
弓
金
嚥
は

鶯
ノ
異
名
也
長
能
此
意
を
読
て
云
心
な
き
花
に
も
留
る
我

身
か
な
行
翠
は
つ
へ
き
春
な
ら
な
く
に
此
意
を
読
り

雲
林
院
の
み
こ
と
は
常
康
ノ
親
王
也
舎
利
会
と
は
年
こ
と
に
二
月
十

五
日
に
ひ
え
に
て
舎
利
会
を
行
う
山
風
の
吾
に
君
と
ま
る
べ
く

と
は
君
と
は
常
康
親
王
也
春
に
な
ら
は
の
吾
義
同
し
上
こ
へ
す
は
花

の
う
き
に
や
は
あ
ら
ぬ
と
は
此
人
を
か
へ
す
は
花
の
な
こ
り
惜
て
な
き

に
こ
そ
あ
れ
と
云
也
仁
和
の
御
門
同
レ
上
ふ
る
の
瀧
は
大
和
二
有
兼
芸
法

タ
カ
ユ
キ

師
〈
東
大
寺
法
師
也
藤
原
ノ
古
之
か
男
御
御
門
の
ふ
る
の
瀧
の
御
幸
の

時
召
供
せ
ら
れ
て
御
門
京
へ
帰
り
給
け
る
御
な
こ
り
を
惜
ゑ
て
読
る

寄
也
あ
か
す
し
て
の
吾
無
義
神
嶋
ノ
坪
同
レ
上
お
ほ
み
き

同
し
上
寄
に
秋
萩
と
は
酒
の
異
名
也
寄
の
意
は
此
酒
を
雨
に
ぬ
ら

す
と
も
君
の
ぬ
る
Ｌ
を
は
ま
し
て
お
し
と
云
也
ま
し
て
は
ま
さ
る

の
義
也
此
君
と
は
延
喜
の
御
門
也
酒
を
秋
萩
と
云
事
孔
子
酒
興
集

イ
キ
ト
ホ
リ

云
忘
雪
〈
酒
ノ
慣
↓
萩
花
の
薬
文
文
の
意
は
周
ノ
穆
王
の
御
時
天
竺
雪
リ
酒
を
唐

に
渡
せ
り
是
を
飲
ム
人
酔
テ
過
ぬ
れ
は
忽
に
死
ぬ
此
事
を
天
竺
へ
間

た
り
け
れ
は
萩
花
を
も
ゑ
て
入
て
飲
シ
テ
ハ
え
は
す
と
云
如
此
す
る

に
実
に
え
は
す
御
酒
を
萩
花
と
云
兼
覧
ノ
王
〈
惟
高
親
王

の
御
子
也
お
し
む
ら
む
の
吾
に
ふ
り
に
け
る
と
は
身
の
老
ひ
た
る

義
也
兼
覧
の
王
と
は
彼
時
御
座
も
坐
す
人
也
わ
か
る
と
の
う
た

無
義
あ
か
ず
し
て
の
吾
は
貫
之
延
喜
ノ
姫
宮
に
忍
ひ
て
始
て

。
回
函

合
奉
り
け
る
時
読
る
吾
也
並
三
首
也
あ
か
す
し
て
の
吾
に

。
□
噌

袖
の
白
玉
と
は
涙
を
云
也
か
き
り
な
く
の
吾
に
そ
ほ
つ
と
は

’
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山
の
井

夢
中
の
歌

そ
ほ
ち
ぬ
る

こ
こ
は
ふ
ら
な
ん

ぬ
れ
ぎ
ぬ

『
一
ロ
ト
Ⅱ
〈

詞

ぬ
る
上
義
也
牙
無
義
か
ぎ
く
ら
し
こ
と
は
ふ
ら
な
む
と
は
○
い
ひ
ふ
ら

さ
む
と
云
義
也
た
と
へ
は
君
か
な
き
名
は
た
上
は
た
て
合
上
奉
ル
ー

云
上
ぬ
ら
さ
む
と
云
也
ぬ
れ
き
い
と
は
そ
ら
こ
と
を
云
也
日
本
記

サ
チ
ヲ

云
丹
後
ノ
佐
千
男
卜
云
人
筑
前
ノ
守
ニ
テ
下
ル
京
ヨ
リ
具
シ
タ
ル
妻
彼
ノ
国
に
て
死

に
ぬ
彼
ノ
国
ノ
人
の
娘
を
妻
＃
ス
父
に
む
す
め
有
今
の
妻
に
娘
有
父
の

娘
〈
ゑ
め
か
た
ち
も
よ
か
り
け
れ
は
別
た
る
妻
の
形
見
と
思
ひ
て

父
是
を
か
し
つ
く
継
母
我
娘
を
か
し
つ
か
さ
る
事
を
ね
た
く
思
ひ

て
海
人
ヲ
語
云
汝
チ
払
暁
ニ
来
て
云
へ
き
様
は
是
ノ
京
の
娘
御
前
の

夜
に
我
も
と
に
か
よ
ひ
給
つ
る
か
ぬ
れ
た
る
つ
り
き
い
を
次
て
坐
ス

た
へ
と
云
て
種
々
の
宝
を
と
ら
せ
て
衣
を
こ
ひ
取
て
彼
娘

の
ね
入
た
り
け
る
に
う
ち
き
せ
て
置
ク
海
人
約
束
の
こ
と
く

来
て
高
声
に
申
す
父
是
を
間
て
行
テ
見
る
に
ぬ
れ
衣
ひ
き
か
づ
き

て
れ
た
り
雛
て
こ
ろ
し
ぬ
後
三
年
有
て
彼
娘
父
か
夢
に
見
て
云

ぬ
き
入
す
る
そ
の
た
は
か
り
の
ぬ
れ
衣
は
な
か
き
な
ぎ
名
の
た
め
し

な
り
け
り
ぬ
れ
ぎ
ぬ
の
袖
よ
り
つ
た
ふ
涙
こ
そ
な
き
名
を
流
す

た
め
し
な
り
け
れ
此
寄
二
首
万
葉
二
入
し
り
父
夢
さ
め
て
彼
妻
を
送

り
出
家
遁
世
し
ぬ
松
浦
ノ
上
人
是
也
し
ゐ
て
行
ク
の
奇
は
行
平
の

中
納
言
碓
尾
に
す
ゑ
け
る
時
忠
仁
公
の
末
大
納
言
ノ
御
時
座
し
た
り
け

る
か
鵬
て
帰
り
給
ひ
け
る
に
読
る
奇
也
寄
無
義
志
賀
の
山
こ
え
に
て

ハ
リ
下
送
欺

別
る
上
人
と
は
平
ノ
定
文
か
尾
張
国
へ
○
り
け
る
道
り
に
志
賀
迄
行
て
読

る
也
寄
に
む
す
ふ
て
の
し
く
に
濁
る
山
の
井
と
は
山
の
井
は
木
葉
散

つ
も
る
故
に
ち
り
多
キ
物
也
す
こ
し
も
水
を
動
せ
は
に
こ
る
也
故
に

に
こ
る
こ
と
と
浅
き
こ
と
と
に
読
也
あ
か
て
も
と
は
閼
伽
の
水
に
よ
そ

一
八
Ｕ
吟
ノ

」
１
１
』
１
。

」
、
オ
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下
の
帯

下
ひ
も

ム
ス
フ
テ
ノ
イ
シ
マ
ヲ

へ
て
読
る
な
り
是
は
万
葉
に
人
丸
の
吾
読
給
結
手
野
石
問
於

セ
ハ
ミ
ヲ
ク
ヤ
マ
ノ
イ
ワ
カ
キ
シ
『
、
、
ツ
ア
カ
ス
｝
一
』
ア
ル
カ
ナ

挟
見
深
山
野
岩
垣
清
水
不
飽
毛
有
哉
此
寄
の
意
を
ょ
め
り

ぷ
ち
に
あ
へ
る
人
と
は
染
殿
の
内
侍
也
嵜
に
下
の
お
ひ
の
承
ち
は
か

た
か
た
と
い
へ
り
し
た
の
お
ひ
の
ゆ
き
め
く
り
と
は
帯
は
ひ
き
ま
は
し

て
後
に
て
別
れ
た
れ
と
も
前
に
て
あ
ふ
か
如
く
に
め
く
り
て
は
あ

は
む
と
読
り
帯
を
契
卜
云
事
本
又
有
又
下
ひ
も
と
云
も
是
也
文
集
云

カ
タ
ミ
函

チ
ウ
ヒ

契
帯
有
テ
方
見
後
自
ノ
思
二
肘
皮
残
庵
家
二
待
二
南
風
一
と
い
へ
り
文
意
は
漢
ノ
代

サ
ウ
コ

に
籍
胡
云
者
天
下
一
ノ
美
女
を
妻
ト
ス
王
是
を
聞
召
て
女
御
二
し
給
は
む
と

す
夫
婦
互
に
悲
テ
別
し
や
ら
す
男
妻
二
相
て
云
ク
宣
旨
不
及
力
汝
参
る

ウ
テ

ヘ
し
汝
二
別
し
な
は
七
日
か
内
に
死
ぬ
へ
し
と
て
肘
ノ
皮
を
は
き
て
帯
に
つ
上

ム
マ

象
て
是
を
と
ら
せ
て
云
是
を
汝
は
た
に
し
て
午
ノ
時
は
か
り
南

殿
に
出
ョ
我
南
の
風
と
成
て
午
の
時
こ
と
に
吹
来
て
汝
二
ふ
れ
む
其

時
帯
と
け
は
我
に
相
と
お
も
へ
と
て
別
れ
ぬ
約
束
た
か
へ
す
是
よ
り
し
て

人
に
契
り
ぬ
る
を
は
し
た
帯
下
紐
を
結
な
む
と
云
故
に
相
を
は

下
ひ
も
の
と
く
る
と
云
也
又
日
本
記
二
契
を
帯
と
云
事
有
是
は

鹿
島
大
明
神
火
多
良
命
に
始
テ
契
り
給
ひ
し
時
お
ひ
を
契
の
た

の
め
に
奉
咋
其
よ
り
し
て
上
古
は
男
女
の
契
に
は
帯
を
遣
る
あ
わ

し
と
思
へ
は
た
上
返
し
男
に
せ
ん
と
お
も
へ
は
帯
を
留
ム
義
致
あ
は

む
と
思
へ
は
其
数
を
給
ひ
て
返
す
也
是
は
上
古
よ
り
文
字
な
か
り
し

チ
キ
リ

時
の
事
也
さ
れ
は
此
等
の
因
縁
を
も
っ
て
契
を
下
紐
と
も
下

張

帯
と
も
云
也

（
約
六
行
分
余
白
）

（
一
丁
分
余
白
）

」
、
オ
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五十六一三山岸文庫蔵『古今和歌集間害』

古
今
和
歌
集
巻
第
九
○
露
旅
歌

安
倍
仲
磨
＃
は
安
倍
ノ
中
務
少
輔
船
守
一
男
子
時
宮
内
卿
也
唐
シ
に
て

月
を
み
て
読
る
と
は
淳
和
御
時
遣
唐
使
に
行
た
り
し
時
の
事
也
あ
ま

の
原
＃
は
天
の
名
な
り
ふ
り
さ
け
承
れ
は
と
は
遙
に
見
る
心
な
り

も
ろ
こ
し
に
あ
ま
た
の
年
と
は
三
年
唐
に
居
て
白
楽
天
ノ
九
代
ノ

サ
フ
や

弟
壮
甘
ト
云
人
に
付
て
物
習
ひ
し
時
の
事
也
又
使
二
罷
り

至
り
け
る
に
と
は
嵯
峨
天
皇
の
御
時
右
大
弁
ノ
宰
相
藤
原
常
継
を

遣
唐
使
に
つ
か
は
れ
た
り
け
る
時
常
継
か
帰
朝
し
け
る
に
唐
ノ
人

ケ
ン

あ
ま
た
明
州
／
｛
海
ノ
津
ま
て
送
り
け
る
に
仲
丸
も
送
り
来
て

日
本
の
方
の
月
を
ゑ
て
読
る
と
云
々
仲
丸
帰
朝
／
後
出
家
し
て

大
和
国
多
武
峯
に
籠
れ
り
法
名
尊
運
と
云
隠
岐
国
に
な
か

＼

さ
れ
け
る
と
は
篁
三
ノ
無
実
あ
て
流
さ
る
一
に
は
内
裏
二
無
悪

善
ト
云
落
書
を
嵯
峨
天
皇
／
御
時
書
り
人
是
を
よ
ま
す
篁
是

を
読
て
云
ク
さ
か
な
く
は
よ
か
ら
む
と
読
た
り
君
を
呪
咀
し

ツ
ミ

ア
ヤ

奉
る
と
て
罪
せ
ら
れ
む
と
す
篁
か
申
さ
く
我
誤
ま
ら
す
才
ノ
所
し
致

フ
サ
ヨ

な
り
と
申
す
さ
ら
ば
と
て
御
門
中
原
／
総
世
ト
云
う
時
ノ
学
生
を

召
て
何
ナ
ル
事
を
申
て
篁
か
心
見
と
の
給
ブ
総
世
斗
テ
ー
首
の
奇
を
真

字
に
作
て
出
す
其
吾
二
云
一
伏
三
仰
不
来
待
画
降
雨
慕
渉

ツ
キ
ヨ
ニ
〈
コ
ヌ
キ
シ
マ
タ
ル
カ
キ
ク
モ
リ
ア
ミ
モ
フ
ラ
ナ
ム
コ
ヒ

霞
臥
ト
書
て
出
せ
り
篁
是
を
読
テ
云
ク
月
夜
に
は
こ
ぬ
君
ま

ツ
、
モ
ネ
シ

た
る
か
き
く
も
り
雨
も
ふ
ら
な
む
恋
つ
具
も
ね
ん
か
く
読
た
り

秒
／
毛
ミ

、

多
才
の
所
致
也
と
て
罪
せ
ら
れ
す
二
一
〈
次
ノ
年
同
シ
内
裏
一
一
南
殿
二
赤
キ

ホ
ク
ホ
ク
サ
イ
シ
ン
コ
ウ
ヘ
ッ
コ

札
二
木
目
西
心
公
滅
期
ト
書
て
撰
た
り
篁
召
て
読
す
る
に
読
ァ
云

ア
ク
ー
ー
ア
フ
テ
キ
、
、
、
ス
ル
コ

悪
相
公
滅
期
卜
読
り
是
も
汝
か
所
行
也
と
て
罪
せ
ら
れ
む
と
す

」
過
オ

一
つ
Ｊ
ケ

Ｌ
１
１
ｒ
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三

葉

二

葉

す
ぐ
さ
ぬ
由
を
陳
シ
申
す
又
総
世
に
仰
て
文
字
を
作
り
て
読
す

シ

シ
シ
ノ
コ
ノ
ヨ
シ
、
ネ
コ
ノ
コ
ノ

子
文
字
を
十
二
書
て
造
〈
せ
り
篁
読
テ
云
子
子
子
子
子
子
子
子
子

．
ネ
コ

ユ
ル
セ
ル
、
、

子
子
子
読
た
り
け
れ
は
又
才
覚
の
所
し
致
な
り
と
て
許
三
一
一
〈
嵯
峨

第
六
ノ
姫
宮
立
子
内
親
王
ヲ
犯
奉
ル
ト
云
う
無
実
有
テ
隠
岐
国
へ
流
ル

ナ
カ
テ

時
宮
内
少
輔
也
小
野
峯
守
か
一
男
是
等
は
藤
原
永
手
ノ
卿
篁
を

そ
れ
み
て
か
上
る
事
を
し
給
け
り
と
云
々
其
後
三
年
を
経
て
可
然
又

者
な
か
り
け
れ
は
藤
原
ノ
真
丸
卿
ノ
申
ゆ
る
し
て
召
シ
返
す
と
い
へ
り

計
に
云
わ
た
の
原
と
は
大
海
の
名
也
又
は
河
尻
の
お
き
を
も
云
と
も

い
へ
り
今
此
寄
の
心
は
大
海
を
云
と
見
え
た
り
万
葉
云

ア
ハ
チ
ヤ
マ
ヤ
ソ
シ
マ
カ
ケ
テ
ゞ
『
、
ワ
タ
セ
ハ
ナ
ミ
モ
テ
ユ
ヘ
ル
ワ
タ
ノ
ハ
ヲ
カ
ナ

淡
路
山
八
嶋
懸
天
見
渡
波
浪
持
由
陪
流
渡
原
哉
と
い
へ
り

日
本
の
名
也
八
嶋
か
け
て
漕
出
ぬ
と
人
に
は
つ
け
よ
と
は
か
く
流
さ
る

れ
と
も
八
嶋
を
か
け
て
行
け
は
他
州
へ
行
に
は
あ
ら
す
心
易
く

思
へ
と
云
心
也
隠
岐
国
は
八
嶋
の
其
一
な
れ
は
都
出
て
の
吾
に

い
つ
み
河
み
か
の
原
か
せ
山
一
所
に
有
山
城
国
也
此
牙
は
神
亀
元

年
に
聖
武
天
皇
伊
勢
太
神
宮
行
幸
ノ
時
か
せ
山
に
留
て
読
給
た

り
け
る
寄
也
武
蔵
国
と
下
総
国
と
の
中
に
と
云
事
伊
勢
物
語
の

こ
と
し
北
へ
行
雁
そ
鳴
な
る
の
吾
は
有
常
甲
斐
守
に
て
有
し

時
滋
春
ノ
少
将
は
有
常
ノ
孫
な
り
さ
れ
は
祖
父
許
へ
夫
好
共
に
行

た
り
け
る
か
滋
春
甲
斐
国
に
て
死
ぬ
昌
泰
二
年
二
月
也
生
年

四
十
九
滋
春
か
妻
は
西
三
条
左
大
臣
良
相
ノ
娘
也
男
に
を
く
れ
て
京
へ

上
り
け
る
に
美
濃
国
な
り
け
る
所
に
て
帰
る
雁
の
鳴
を
間
て

読
と
い
へ
り
東
の
方
よ
り
京
へ
ま
う
て
く
る
と
は
乙
か
す
る

か
よ
り
上
り
け
る
時
の
事
也
彼
乙
↑
は
壬
生
／
忠
氏
か
孫
宮
内
丞
益

」
皿
オ

｜
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五十六一三山岸文庫蔵『古今和歌集間書』

夕
付
夜

夕
月
夜

あ
ま
た
た
ひ
ね
ぬ

い
と
に
よ
る

マ
シ
ナ
リ

成
か
娘
也
駿
河
守
中
原
仲
康
妻
な
り
奇
は
別
義
な
し
益
成
と

家
隆
題
也
こ
し
の
国
へ
ま
か
り
け
る
と
は
延
喜
ノ
御
時
躬
恒
越
前

押
領
使
を
給
り
て
下
り
け
る
時
白
山
を
見
て
読
た
り
け
る
時
の

吾
也
吾
に
義
な
し
あ
つ
ま
へ
ま
か
り
け
る
と
は
貫
之
常
陸
へ

下
り
け
る
時
也
延
喜
の
御
時
也
吾
に
い
と
に
よ
る
と
は
心
ほ
そ
く

と
云
事
を
い
は
む
か
為
也
甲
斐
国
へ
下
り
け
る
と
は
躬
恒
甲
斐
ノ

目
代
に
て
下
り
け
る
時
也
是
も
延
喜
の
御
時
也
奇
に
草
枕
の

事
如
上
一
あ
ま
た
旅
ね
ぬ
と
は
あ
ま
た
た
ひ
ね
す
る
を
云
也

但
馬
国
の
湯
へ
と
は
か
つ
ま
田
の
湯
也
ふ
た
承
の
浦
と
は
播
磨
二
有

。
⑥
。
西

と
も
に
有
け
る
人
と
は
兼
茂
素
性
等
也
寄
に
ゆ
ふ
つ
く
ょ
と
は

夕
へ
の
義
也
夕
二
付
夜
と
も
書
夕
月
夜
と
も
書
也
玉
ぐ
し

け
と
は
あ
け
て
と
い
は
む
か
為
也
惟
高
の
御
子
の
事
伊
勢

物
語
の
如
シ
弓
も
同
シ
返
事
も
同
し
伊
勢
物
語
に

は
古
今
一
一
讓
〃
古
今
に
は
又
此
事
な
し
可
尋
一
朱
雀
院
の

奈
良
に
御
座
す
と
は
延
喜
二
年
の
秋
の
春
日
の
御
幸

な
り
手
向
山
と
は
春
日
山
に
有
菅
原
朝
臣
北
野
ノ
天
神

也
牙
に
ぬ
さ
と
云
は
上
に
云
か
こ
と
し

同
し
御
時
御
供
に
て
素
性
か
読
た
る
寄
也
牙
に
云

つ
つ
り
と
は
法
服
の
袈
裟
也
此
牙
の
意
は
神
の
手
向
に

函
函

は
我
着
た
る
つ
坐
り
の
袖
を
も
切
て
奉
る
へ
き
に

天
神
の
紅
葉
を
ぬ
さ
に
奉
り
た
れ
は
も
象
ち
に
あ
き

て
袖
を
は
返
し
給
は
む
す
ら
む
と
読
る
也
寄
に
切
り

て
と
読
へ
き
な
り

」
咽
オ

L一
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あ
な
矛
つ
め

う
き
し
つ
む
玉

あ
わ
を
か
た
ま

二

葉

（
約
二
行
分
余
白
）

古
今
和
歌
集
巻
第
十
○
物
名

隠
シ
題
う
ぐ
ひ
す
う
ぐ
ひ
す
と
は
花
の
し
つ
く
に
ぬ
れ
て
う
ぐ
ひ
す
と
云
意
也

そ
ほ
つ
と
は
ぬ
る
入
義
也
く
へ
き
ほ
と
の
吾
は
郭
公
を
か
く
せ
り

同
作
者
也
浪
の
う
つ
の
弓
は
う
つ
せ
み
を
か
く
せ
り
浪
の
う
つ
せ

み
れ
は
玉
そ
く
た
け
く
る
と
は
水
の
あ
は
也
返
事
た
も
と
よ
り

の
吾
に
う
つ
せ
桑
む
と
は
同
上
空
蝉
の
義
也
う
め
の
吾
に
あ

カ
ナ
シ
ミ
ノ
メ

な
う
め
に
と
は
悲
目
ト
書
り
長
房
ヵ
春
秋
ノ
記
二
云
縦
ヒ
レ
雛
為
卜
天
仙
之
身

“
ア

ア
ナ
ウ
メ
ニ
ヒ
ト
モ

不
出
一
一
有
為
之
里
三
日
夜
遇
一
〈
｜
ソ
悲
旦
一
日
本
記
云
悲
目
永
人
毛

ウ
ラ
、
、
、
シ
コ
タ
カ
》
、
、
ノ
ミ
ネ
ヨ
リ
ヲ
ク
ニ
イ
ホ
リ
ム
ス
ハ
ム

恨
紫
己
高
峯
野
峯
余
里
奥
示
庵
治
牟
此
吾
は
履
中

〈
〈

天
皇
ノ
い
ま
た
位
に
つ
き
給
は
さ
り
し
時
母
ノ
后
情
ヶ
な
く
あ
た
り

給
ひ
け
る
を
恨
て
彼
山
に
閉
籠
ら
ん
と
て
読
給
て
出
給

け
る
を
臣
下
留
糸
奉
ヲ
位
に
即
奉
り
け
る
也
己
高
峯
は
近

江
に
有
あ
な
う
め
の
吾
に
つ
れ
な
る
へ
く
も
承
へ
ぬ
と
は
無
常
の
意
也

カ
ハ

此
寄
は
染
殿
の
后
の
御
嵜
也
香
に
ほ
ひ
つ
坐
か
に
は
さ
く
ら
と
は

。
Ｑ
○
”
。
’
○

口
伝
ア
リ
か
つ
け
と
も
浪
の
中
に
は
さ
ぐ
ら
れ
て
と
は
か
に
は
桜
を
籠

○
Ｏ
○
函
○

玉
イ
｜
一

て
読
る
也
う
き
し
つ
む
国
と
は
あ
は
也
今
い
く
か
の
吾
に

。
。
⑭
○

ス
モ
、

う
ぐ
ひ
す
も
も
の
は
な
か
め
て
と
は
李
ノ
花
を
か
く
し
て
読
り

。
。
”
○
○

あ
ふ
か
ら
も
の
吾
別
の
義
な
し
か
ら
も
里
の
花
を
か
く
せ
り

た
ち
は
な
小
野
滋
陰
卜
は
干
時
佐
渡
守
也
美
作
守
清
樹
か
二
男

也
寄
に
あ
し
ひ
き
の
義
如
上
無
別
義
を
か
た
ま
の
木
の
義

◎
函
、
。
。
○

口
伝
有
可
し
見
レ
注
ヲ
奇
に
あ
は
を
か
た
ま
の
と
は
あ
は
の
国
也

○
○
．
酌
○
○

あ
は
を
の
を
の
文
字
は
や
す
め
字
也
あ
は
か
国
の
き
ゆ
と
云
也

。
０
画

」
略
ウ

」
肥
オ
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め
と。、

四
葉

た
ち
な
ら
し

こ
し
と
や

易
〆
ひ
に
矛

三

葉
て
ふ

ず
季
し
た
ノ
、

ア
ｈ
ソ
幸
▲
＼
ぞ
Ｌ

〉
ｊ
ｌ
ゾ
』

山
か
き
の
木
の
奇
に
あ
き
は
き
ぬ
と
は
秋
の
来
る
義
也
此
計
は
兼

釦
。
。

覧
ノ
王
ノ
御
吾
也
か
く
は
か
り
の
吾
は
あ
ふ
ひ
か
つ
ら
を
か
く
し
て

読
ル
也
此
奇
は
貫
之
か
吾
也
あ
ふ
ひ
草
也
人
目
ゆ
へ
の
吾
無
義

同
作
者
也
く
た
に
口
伝
有
司
に
散
ぬ
れ
は
の
ち
は
あ
く
た
に
の

。
函
Ｃ

テ
ウ

牙
に
ま
と
ふ
て
う
か
な
と
は
蝶
也
さ
う
ひ
ト
は
薔
薇
な
り

。
○
四

ハ
シ
メ

う
ひ
に
そ
み
つ
る
と
は
初
の
義
也
を
ふ
な
へ
し
白
露
を
の
吾
に

玉
に
ぬ
く
と
や
と
は
貫
く
義
也
朝
露
の
牙
に
野
山
↑
は
野
と

山
と
云
義
也
象
な
経
知
ぬ
る
と
奇
に
有
朱
雀
院
の
を
み
な
へ
し

合
は
延
喜
七
年
の
秋
也
吾
に
三
年
た
ち
な
ら
し
と
は
三
年

の
な
る
ほ
と
に
鳴
と
云
義
也
此
奇
は
折
句
な
り
折
句
↑
は
句
の
上
に

キ
キ
ヤ
ウ

物
の
名
を
一
宇
つ
上
を
く
也
き
ち
か
う
の
花
は
桔
梗

な
り
吾
に
無
義
此
桔
梗
は
草
も
木
も
の
相
輪
有
と
い
へ
と

シ
ヲ
ソ

も
多
分
草
の
義
也
し
を
に
と
は
紫
薗
也
牙
に
ふ
り
は
へ

て
と
は
袖
の
ふ
り
は
へ
て
と
云
義
也
嵜
に
ふ
る
さ
と
上
は

奈
良
の
京
也
此
奇
は
橘
の
清
友
の
嵜
也
り
う
た
む
の
花
と
は

。
○
唖
＠
．

り
む
た
う
の
花
也
寄
に
我
や
と
の
花
ふ
み
し
た
く
と
は
ふ
み

廃
か
す
義
也
お
は
な
有
と
み
て
の
寄
は
国
経
ノ
大
納
言
ノ
丹
な
り

世
を
は
な
し
と
は
は
か
な
き
世
を
は
な
し
と
こ
そ
思
へ
と
云
也

け
に
こ
し
＄
は
口
伝
有
矢
田
部
の
名
実
↓
は
丹
波
守
利
久
か
一

サ
ク
ワ

男
子
時
左
衛
門
志
也
寄
に
う
ち
つ
け
卜
は
如
云
上
一
一
こ
し
と
や
と
は

色
こ
い
う
す
い
の
こ
い
と
云
義
也
春
宮
の
み
や
す
所
如
上

ハ
ナ
カ
メ

め
と
と
は
花
ノ
瓶
也
寄
に
ふ
り
に
し
木
の
実
な
る
時
も
か
な
と
は

○
函我

身
を
こ
の
象
に
た
と
へ
て
よ
く
な
る
時
も
か
な
と
云
意
也

」
Ⅳ
オ

」
町
ウ
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物
わ
ひ
し
ら

玉
の
行
ゑ

魂五
葉

い
さ
上
め
に

心
は
せ
を
は

し
の
ふ
草
寄
に
無
義
や
ま
し
と
は
口
伝
有
寄
に
無
義

か
ら
は
き
ゞ
は
唐
萩
也
嵜
に
た
ま
の
ゆ
く
え
を
見
ぬ
そ
か
な
し

、
。
○
輔

き
↑
は
魂
の
ゆ
く
ゑ
を
ゑ
ぬ
＃
云
義
也
此
丹
は
伊
勢
か
吾
也

か
は
な
草
口
伝
有
寄
に
無
義
う
は
玉
如
し
之

タ
カ
ム
コ
ノ
ト
シ
ハ
ル

ョ
シ
キ

さ
か
り
こ
け
卜
は
口
伝
有
高
向
利
春
卜
は
小
野
美
樹
ニ

ウ
タ
ト
コ
ロ

男
延
喜
ノ
御
時
始
て
雅
楽
所
ノ
別
当
と
な
る
彼
別
当
は
高
向
氏

の
人
よ
り
外
は
せ
す
彼
氏
の
人
た
え
た
る
に
依
て
利
春
姓
を

改
て
高
向
氏
と
称
す
干
時
雅
楽
ノ
頭
也
寄
に
無
義
但
か
へ
す
か

。
⑨
。
西

へ
す
と
可
読
也
こ
け
れ
と
も
は
色
の
こ
い
義
也
に
か
た
け
計

に
も
の
わ
ひ
し
ら
に
と
は
物
わ
ひ
し
う
と
云
義
也
か
は
た
け

カ
ケ
ノ
リ
ヲ
ホ
キ
、
雫
、

マ
コ
コ
レ
エ
タ

景
式
大
君
卜
は
平
城
天
皇
ノ
御
孫
惟
條
親
王
ノ
御
子
也
嵜
に
無
義

モ
ト
ノ
リ

わ
ら
ひ
真
静
法
師
平
元
規
か
一
男
也
吾
に
無
義
さ
上
松
ひ

メ
ノ
ト

は
は
せ
を
は
紀
乳
母
ト
は
陽
成
院
の
御
め
の
と
三
河
守

函
。
。
○

モ
ト

紀
元
助
か
娘
也
奇
に
い
さ
奥
め
に
と
は
早
目
と
言
り
は
や
き
め

。
酌
⑥
④
。
回

の
心
也
時
ま
つ
に
と
は
時
の
程
を
待
ま
に
日
経
ぬ
る
と
云
意
也

フ
ク
カ
セ
ヲ
イ
ト
ブ
カ
ソ
ノ
ノ

心
は
せ
を
は
心
せ
は
き
事
也
古
撰
伝
吹
風
於
厭
賀
薗
野

ウ
ク
ヒ
ス
ノ
イ
サ
、
メ
ニ
、
、
、
ル
ワ
レ
イ
ト
ヒ
ナ
ク
イ
サ
、
メ
ニ
ア
ヒ
、
、
、
ツ
ル
カ
ナ

鶯
野
草
目
永
見
留
我
厭
鳴
万
葉
云
早
Ⅱ
永
相
見
留
哉

ヲ
ク
ラ
サ
キ
ヲ
シ
マ
カ
ク
レ
ノ
ア
マ
カ
ス
カ
タ
ヲ

小
倉
崎
小
嶋
隠
野
海
人
賀
躰
於
な
し
な
つ
め
く
る
ゑ

兵
衛
＃
は
国
経
大
納
言
娘
忠
房
ノ
中
将
の
妻
也
寄
無
義
但
う
き
事
に
と

読
へ
き
也
か
ら
こ
と
↓
は
伊
勢
名
張
ノ
郡
な
る
所
に
て
常
に
よ
る
ノ
、

箏
ひ
く
音
し
け
る
に
間
に
た
く
ひ
な
し
国
司
あ
や
し
み
て
夜
ル
ね

ら
ひ
て
見
る
に
う
つ
く
し
き
天
女
あ
ま
く
た
り
て
ひ
く
人
を
桑
付
て

琴
を
は
埋
て
河
の
中
へ
と
ひ
入
て
夫
婦
此
琴
を
神
と
祝
ひ
て

」
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か
の
か
た
に

六

葉

唐
琴
の
明
神
と
い
へ
り
此
琴
近
ぎ
比
ま
て
人
ひ
か
れ
と
も
時
々
鳴
と

い
へ
り
春
立
け
る
日
と
は
元
慶
三
年
也
吾
に
春
の
し
ら
へ
と
は
隻

調
也
是
は
調
子
を
四
季
に
配
す
る
時
双
調
は
春
に
留
る
也

コ
カ

い
か
上
さ
き
↓
は
三
河
ノ
伊
羅
胡
崎
也
是
鹿
島
大
明
神
／
太
神
宮
ノ

御
殿
居
に
伊
勢
へ
の
ほ
り
給
か
渡
り
の
彼
風
あ
ら
き
故
に
か
し
こ

に
宮
を
作
り
て
住
給
所
也
歌
に
い
か
塁
さ
き
ち
る
と
云
り

又
か
ち
に
あ
た
る
と
は
船
の
獄
に
当
る
と
云
義
也
別
無
義

か
ら
さ
き
ト
は
津
国
よ
と
に
あ
り
か
し
こ
は
神
功
皇
后
異
国
ヲ
責
テ

ト
ウ

置
て
暫
く
や
す
み
給
し
所
也
唐
人
共
の
あ
ま
た
居
た
り
し
に

ア
ホ
ッ
ネ
ミ

依
て
か
ら
さ
き
と
云
也
阿
保
ノ
経
観
卜
は
干
時
日
向
守
丹
波
守

守
平
か
一
男
奇
に
か
の
か
た
と
は
か
し
こ
の
方
と
云
義
也
か
し
こ
の
か
た

の
か
ら
さ
き
に
い
つ
き
つ
ら
う
と
云
義
也
波
の
花
の
吾
に
義
ナ
シ

カ
ミ
ミ
ヤ
カ
ハ

か
み
や
か
は
と
は
神
ノ
宮
河
と
吾
り
伊
勢
太
神
宮
の
奇
に
有
是
は

天
照
大
神
の
あ
ま
く
た
り
御
座
け
る
時
白
鷺
と
化
し
て
飛

〃
列
‐
毛
ミ

給
ひ
け
る
御
影
の
う
つ
り
た
り
け
る
を
大
仲
臣
ノ
意
美
丸

見
付
ヶ
奉
り
て
河
中
に
宮
を
作
り
暫
く
す
へ
奉
に
依
て
神
宮

河
と
云
今
う
つ
し
て
里
宮
と
云
是
也
大
神
宮
の
下
宮
河
は
向
ひ
な

ス
イ
セ
イ

リ
奇
に
義
な
し
よ
と
河
ト
は
綏
清
天
皇
ノ
御
時
宮
作
り
て

す
象
給
ひ
し
所
也
歌
無
義
か
た
の
河
内
二
有
是
真
如
親
王
ノ

宮
作
て
す
み
給
し
所
也
此
親
王
を
は
高
岳
ノ
親
王
と
云
問
片
野
ノ

ヌ
マ

高
岳
宮
と
も
云
也
奇
に
無
義
但
沼
と
云
へ
き
な
り
か
つ
ら
の
宮
と
は

ホ
Ⅱ
ｒ
コ
ス

西
山
に
有
是
は
淳
和
ノ
宮
の
御
時
す
み
給
ひ
け
る
所
也
源
忠
ト
は

ニ
ホ
フ

干
時
縫
殿
ノ
頭
也
少
将
弼
か
二
男
な
り
奇
に
秋
く
れ
は
月
の
か
つ
ら

上
ツ

L－
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1

刀一

L一
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な
か
し
か
よ
ひ
ち

を
き
火

あ
や
め

は
ヲ
始
二
を
き
る
ヲ
終
リ
ニ
を
き
て
読
也
な
か
め
を
か
け
て
と
は

は
ノ
字
ノ
下
る
ノ
字
ノ
上
二
な
の
字
を
を
く
也

（
約
七
行
分
余
白
）

古
今
和
歌
集
巻
第
十
一
○
恋
歌
一

郭
公
の
奇
に
あ
や
め
く
さ
と
は
菖
蒲
也
是
は
唐
土
の
詞
也
天
竺
二
あ

る
女
菖
蒲
の
冠
を
し
た
り
け
る
か
物
を
ね
た
み
て
死
た
り
け
る
か

其
ノ
冠
の
く
ち
な
う
と
成
し
リ
天
竺
二
〈
く
ち
な
う
を
あ
や
め
と
云
菖

蒲
冠
の
あ
や
め
に
成
た
る
故
に
菖
蒲
を
も
あ
や
め
と
云
也
是
を
以
テ

の
み
や
は
な
る
と
は
実
に
も
な
ら
し
光
り
は
花
と
散
と
も
と
云
心
也
百

カ
ウ
・

和
香
ト
ハ
百
草
薬
な
り
是
は
百
か
う
は
し
き
草
を
集
て
薬
な
り
吾

ス
ミ
ナ
カ
シ

に
無
義
此
寄
は
染
殿
の
后
の
寄
也
す
み
な
か
し
↑
は
墨
流
也

○
。
。
函
。

割
に
な
か
は
し
か
ょ
ひ
ち
と
は
春
か
す
み
の
な
か
き
か
ょ
ひ
ち
た
に
な
く

。
”

。
。
⑨
酌

は
秋
く
る
雁
は
ょ
も
帰
ら
し
と
云
義
也
を
き
火
卜
は

熨
￥
、
ヤ
コ
ノ
ョ
シ
カ
ト
キ
ミ
チ

の
し
の
火
也
都
良
香
卜
は
子
時
文
章
博
士
本
名
言
道

中
納
言
定
光
か
孫
文
章
博
士
貞
継
か
一
男
也
吾
に
を
き
ひ
ん

と
き
や
と
ゐ
の
字
を
書
へ
け
れ
と
も
を
き
ひ
を
か
く
し
て
読
ム
故
に

ひ
の
字
を
用
る
也
ち
ま
き
の
吾
に
無
義
ノ
チ
マ
キ

ッ
ナ
カ
ケ

子

僧
正
聖
宝
↓
は
春
日
ノ
親
王
の
御
末
恒
蔭
／
王
の
御
肝
也
嵜
は

ヒ

ナ
カ
メ
ニ

花
の
中
目
飲
屋
と
読
ム
ヘ
き
也
く
る
み
の
吾
は
滋
春
か
歌

鉋

（
約
二
行
分
余
白
）

古
今
和
歌
集
間
言

（
約
一
行
分
余
白
）

也
義
な
し

賀
離
別
涛
旅
物
名
凡

」
皿
オ
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奥
津
白
浪

坐
め
へ
キ
リ

あ
や
め
も
し
ら
ぬ

唐
二
》
一
菖
蒲
を
あ
や
め
と
云
也
此
吾
〈
長
門
守
橘
長
成
春
日
ノ
御
供
に
ま
い
り

け
る
に
延
喜
第
六
王
子
守
平
親
王
其
日
御
幸
成
け
れ
は
公
卿
あ
ま
た
共
奉
な

り
け
る
に
公
卿
殿
上
人
の
娘
の
あ
ま
た
み
め
の
ょ
き
を
召
て
舞
を
ま
わ
せ
給
け
る

に
長
成
か
娘
ノ
殊
二
み
め
ょ
か
り
け
る
を
お
も
ひ
か
け
て
読
て
造
け
る
吾
也

後
二
《
ゑ
や
す
所
と
し
給
け
り
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
と
は
よ
し
あ
し
も
し
ら

ヲ
ノ
ヤ
マ
ノ
ミ
ネ
ノ
シ
ラ
ク
モ
シ
ラ

す
と
云
事
也
古
撰
万
葉
云
小
野
山
野
峯
之
白
雲
白
雪

之
上
永
重
留
不
知
善
悪
毛
小
野
山
↑
は
京
北
山
二
有
音
に
の
ゑ

の
吾
は
内
裏
ノ
歌
合
二
読
た
り
陽
成
院
元
慶
四
年
三
月
三
日
歌
合

卜
云
此
正
義
也
あ
へ
す
と
は
は
や
き
義
也
け
い
へ
し
と
は
き
え
ぬ
へ
し
と
也

吉
野
河
の
吾
は
延
喜
二
年
九
月
八
日
延
喜
御
門
春
日
へ
行
幸
あ
り

て
千
番
の
歌
合
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
寄
也
無
別
義
白
浪
の
吾
は
山
階
右
大
将

藤
原
経
行
ノ
娘
花
山
ヨ
リ
花
つ
み
て
帰
り
け
る
を
見
て
恋
そ
め
て
読
て
造
ス
彼
／

娘
を
は
崇
子
と
云
勝
臣
は
干
時
阿
波
権
介
也
越
後
介
落
字
ナ
リ
生
か
一
男
弓
に
無
義

日

音
羽
山
の
吾
は
朱
雀
院
御
時
延
喜
二
年
四
月
二
○
春
日
御
方
ノ
司
合
二
読
る
奇
也
井
に

せ
き
の
こ
な
た
と
は
未
タ
あ
は
い
義
也
た
ち
か
へ
り
の
吾
は
中
原
ノ
宗
行
か
娘
ノ

侭
ソ
ヘ
ワ
ー
プ
ハ

宇
多
院
の
上
童
に
て
右
衛
門
助
と
い
ひ
け
る
を
同
シ
内
な
り
け
れ
は
つ
ね
に

み
て
恋
は
し
め
て
読
て
造
ス
元
方
か
吾
也
吾
に
云
人
に
心
を
き
つ
し
ら

浪
と
は
本
文
／
意
也
文
集
云
荒
波
寄
思
祖
皆
ヵ
恨
一
＆
去
テ
不
し
帰
二
捨
一
ァ
不
し

問
芙
文
意
は
祖
豈
宣
卜
云
人
女
を
お
も
ひ
け
る
か
彼
女
こ
と
男
に
つ
き
て
こ
さ

り
け
る
を
恨
て
お
も
ひ
に
沈
み
け
る
か
遂
に
死
て
後
彼
女
後
に
祖
蛍
か
墓
の

ほ
と
り
を
通
ル
ー
墓
の
中
よ
り
水
出
て
大
な
る
波
彼
女
を
う
ち
埋
む
其
よ
り

し
て
心
を
恨
む
る
事
に
奥
津
白
波
と
読
也
是
も
宗
行
か
娘
の
相
か
た
き
事

を
恨
ぷ
て
読
ル
也
世
中
は
の
吾
は
七
条
中
宮
の
御
孫
深
子
内
親
王
を
恋
奉
て
読

西
○

」
虹
ウ
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坐
め
や
§
な
〃
、

二
推
不

る
嵜
也
此
吾
に
吹
風
の
目
に
み
ぬ
人
と
は
上
の
契
帯
の
文
意
な
り

右
近
馬
場
ノ
日
を
り
の
日
と
云
は
二
義
有
家
隆
云
北
野
の
祭
を
云
と
云
り

当
流
に
難
し
て
云
北
野
卜
云
は
菅
丞
相
ノ
崇
廟
也
彼
丞
相
は
延
喜
の
御
時
人

也
業
平
は
清
和
ノ
時
ノ
人
也
時
代
不
同
如
何
此
義
不
永
家
ノ
義
云
右
近
ノ
馬

上
ヲ
リ
上

場
ノ
日
下
ノ
日
上
内
侍
所
〈
日
神
ノ
御
正
体
也
彼
を
右
近
ノ
陣
に
下
シ
奉
テ
祭
し
〈

日
下
の
日
卜
云
也
此
時
の
祭
は
貞
観
七
年
四
月
十
三
日
也
大
方
は
日
下
の
祭
と
＃

は
北
野
祭
を
云
也
是
祭
し
た
す
た
れ
よ
り
女
の
か
ほ
の
ぼ
の
か
に
ゑ
ゆ
る
と
は

染
殿
の
内
侍
也
夢
に
み
す
も
あ
ら
す
象
も
せ
ぬ
人
と
は
簾
に
す
き
て
象
ゆ
れ
は

少
《
み
た
り
う
る
は
し
く
は
不
見
と
云
事
也
あ
や
な
く
は
え
き
な
き
と
云
意
也

返
事
の
意
し
る
し
ら
す
は
き
て
云
へ
き
に
あ
ら
す
お
も
ひ
を
し
る
へ
に
て
あ
わ
ん

函
○

と
云
意
也
此
二
首
の
吾
に
深
義
有
か
す
か
の
ま
つ
り
と
は
延
喜
御
時
延
喜
三
年

三
月
三
日
御
祭
の
時
の
勅
使
に
右
大
将
定
国
六
位
ノ
進
に
て
有
し
時
彼
ノ
勅
使

を
給
て
い
き
し
に
忠
峯
大
将
の
其
に
て
有
し
か
貫
之
娘
助
の
内
侍
か
物

ぶ
て
あ
り
し
を
ぷ
て
読
て
遣
す
也
寄
に
無
義
此
吾
の
返
事
貫
之
か
家
ノ

集
に
有
寄
に
云
春
日
野
の
雪
ま
の
原
の
は
つ
か
に
も
承
へ
け
む
君
を

ヲ
ホ
サ
タ

わ
れ
も
わ
す
れ
し
花
つ
ゑ
し
け
る
人
と
は
宗
岡
の
大
定
ヵ

娘
を
ゑ
て
よ
め
る
也
吾
二
見
て
し
と
声
を
読
へ
き
也
嵜
に
無
義

。
○
ｍ

た
よ
り
も
の
牙
は
昌
泰
三
年
八
月
十
三
日
内
裏
の
奇
合
二
読
ル
吾
也
弓
に
心
を

ヘ
タ
ー
ア
、

人
に
つ
く
る
な
り
け
り
と
は
本
文
ノ
意
也
政
纒
云
隔
篁
云
阻
レ
波
ヲ
身
碓
有
二
他
州
一

シ
イ就

吟
君
二
心
不
去
其
家
↓
文
此
文
意
は
呉
王
越
王
ノ
軍
ノ
時
越
ノ
臣
下
呉
王
に
と
ら
れ
て

呉
国
に
栖
け
る
か
最
愛
の
子
越
国
一
一
有
け
る
か
も
と
へ
た
よ
り
に
付
て
言
を

造
ス
文
の
詞
也
此
文
の
意
ヲ
読
ル
也
は
つ
か
り
の
弓
は
寛
平
九
年
三
月
三
日
の
吾
合
に

よ
め
る
吾
也
吾
無
義
あ
ふ
こ
と
は
の
耳
は
延
喜
元
年
七
月
十
二
日
に
法
輪
二
大
法
会
ノ

」
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思
を
そ
ら
に

ね
た
く

ゆ
ふ
た
す
き

玉
の
緒

雲
の
は
た
て

二
葉

か
り
こ
も

ヲ
率
つ

有
時
源
ノ
有
光
ノ
少
将
ノ
娘
物
見
テ
有
け
る
を
み
初
て
読
て
造
す
吾
也
お
り
し

も
か
み
の
な
り
け
る
時
と
い
へ
り
返
吾
家
の
集
に
有
か
た
い
と
の
奇
は
染
殿

の
后
始
て
文
徳
／
女
御
に
ま
い
り
て
内
裏
に
ま
し
ｊ
、
け
る
を
文
徳
ノ
第

三
ノ
御
子
仏
世
ノ
王
子
思
ひ
か
け
奉
て
読
給
吾
也
玉
の
を
と
は
命
也
こ
具
に
は

念
珠
の
を
を
い
の
ち
に
な
そ
ら
へ
て
云
な
せ
る
也
夕
暮
の
吾
に
雲
の

＼

は
た
て
と
は
二
義
有
一
一
一
〈
く
も
の
糸
す
か
く
を
云
け
れ
は
お
る
は
た
に
似
た
る
義
也

、二
一
一
〈
雲
の
は
た
て
と
云
は
う
き
雲
の
象
た
れ
た
る
は
幡
ノ
手
に
似
た
り
と
云
其
を

お
も
ひ
み
た
れ
た
る
恋
に
な
そ
ら
へ
て
読
ル
也
此
奇
は
四
条
の
后
の
未
夕
后

と
も
な
ら
て
坐
し
け
る
時
ほ
の
か
に
ゑ
え
給
ひ
け
る
を
滋
春
朶
て
恋
奉
り

て
読
ル
吾
也
か
り
こ
も
と
は
か
り
た
る
こ
も
也
人
し
つ
け
す
は
と
よ
む

。
画
函
○

此
寄
は
延
喜
三
年
七
月
十
一
日
内
裏
の
吾
合
に
読
給
へ
る
延
喜
の
御
寄
也

一
つ
れ
も
な
く
の
吾
は
七
条
の
中
宮
の
御
吾
合
に
中
宮
ノ
御
吾
也
ね
た
く
と
は

、

ね
た
き
義
也
ち
は
や
ふ
る
と
は
如
上
｝
ゆ
ふ
た
す
き
と
は
二
義
有
一
一
一
〈
か
け
を
も
云

、二
一
一
〈
神
供
な
ん
と
を
し
て
奉
る
時
す
る
た
す
ぎ
ぎ
を
云
也
ゆ
ふ
付
る
間

ゆ
ふ
た
す
き
と
云
也
か
く
る
事
に
読
な
り
此
寄
は
賀
茂
ノ
神
主

行
春
の
大
夫
か
娘
に
読
て
造
す
良
門
か
寄
也
我
恋
の
吾
に
む
な
し
き

モ
チ
ヨ

空
に
糸
ち
ぬ
ら
し
と
は
日
本
記
二
有
本
文
の
意
也
是
は
秦
／
用
世
ｊ
云
も

の
我
よ
り
上
な
る
人
を
思
ひ
か
け
て
切
に
思
ひ
け
れ
は
身
こ
か
れ
て

山
の
中
に
行
て
あ
を
の
け
に
ね
て
い
き
を
つ
き
け
れ
は
気
キ
雲
と
な

り
て
空
二
入
ル
其
心
ヲ
以
テ
思
ヒ
ヲ
ハ
虚
キ
空
二
満
ツ
ト
云
也
此
意
を
保
道
記
二
引
テ
読
ル

牙
ア
リ
其
吾
二
云
お
も
ひ
あ
ま
り
我
つ
く
息
は
空
に
入
て
君
か
あ
た
り
の
雲
と

な
り
な
ん
此
奇
の
意
を
引
テ
読
ル
吾
也
今
此
嵜
は
三
条
ノ
右
大
臣
藤
原
良
行
か

家
の
吾
合
に
読
る
吾
也
す
る
か
な
る
た
こ
の
浦
波
と
は
い
つ
と
な
く
浪
高

」
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た
き
つ
心

な
か
れ
てこ

ひ
ん

常
葉
山

末
つ
む
花

き
所
也
二
条
の
后
を
恋
奉
て
読
給
昭
宣
公
の
御
寄
也
二
条
の
后
は
娘
也
夕

つ
く
よ
の
吾
に
松
の
は
の
い
つ
と
も
わ
か
ぬ
と
は
松
か
は
ら
い
を
以
テ
替
ぬ
お
も
ひ
に
た
と
へ

て
読
り
此
嵜
は
七
条
の
中
宮
の
家
の
御
嵜
合
寛
平
六
年
十
月
一
日
二
し
給
へ
り
し
に

中
宮
の
読
給
奇
也
足
曳
の
奇
は
染
殿
の
内
侍
を
恋
て
平
定
文
か
読
ル

奇
也
吾
二
た
き
つ
心
と
は
は
や
く
き
た
る
心
也
吉
野
河
ノ
牙
に
い
は
き
り

と
を
し
行
水
と
は
と
は
は
や
き
心
を
読
ル
也
此
嵜
は
清
和
の
未
夕
春
宮
の
御

時
嵯
峨
野
に
狩
二
出
給
け
る
を
詮
奉
て
恋
て
読
給
二
条
の
后
未
后

と
も
な
り
給
は
て
有
し
時
よ
ぶ
給
ふ
寄
也
滝
津
瀬
の
吾
は
業
平
か

い
も
う
と
の
初
草
を
恋
て
藤
原
ノ
敏
行
か
読
ル
寄
也
ょ
と
は
ょ
と
む
義
也

山
た
か
桑
の
奇
は
延
喜
第
七
の
姫
宮
を
ほ
の
か
に
象
奉
り
て
読
て
奉
る
貫
之
か

牙
也
嵜
に
な
か
れ
て
こ
ひ
む
と
は
な
か
ら
へ
こ
ひ
ん
と
云
義
也
お
も
ひ
出
る
の
吾

、

＼

に
と
き
は
の
山
と
云
に
二
義
有
一
」
〈
名
所
の
常
葉
山
二
一
一
〈
野
山
ノ
義
也
彼
の
義
正
義
也

岩
つ
坐
し
い
は
ね
は
そ
あ
れ
恋
し
き
物
と
云
は
万
葉
注
二
云
昔
天
竺
に
有
け
る

人
師
子
を
養
け
る
程
に
彼
師
子
を
深
く
い
と
を
し
か
り
け
る
彼
師
子
の
こ
有

其
母
死
た
り
け
れ
は
其
子
深
く
歎
き
て
ふ
し
ま
ろ
ひ
悲
て
な
き
死
ぬ

ヲ
上

其
死
た
り
け
る
跡
よ
り
岩
つ
上
し
生
タ
リ
主
つ
ね
に
是
を
ゑ
て
此
師
子

の
事
お
も
ひ
出
て
歎
き
け
り
其
よ
り
し
て
お
も
ひ
出
る
事
一
〈
岩
つ
上
し
を

読
り
ふ
し
ま
る
ひ
な
け
き
た
り
し
に
よ
り
て
螂
悶
＃
か
け
り
此
奇
は
九
条
右
丞

相
師
輔
ノ
第
十
二
ノ
御
時
橘
光
少
将
を
さ
な
く
よ
り
淳
和
王
子
に
雅
仁
ノ
親
王
つ
か
う

ま
つ
り
給
ひ
し
か
お
く
れ
給
ひ
て
十
七
に
て
出
家
し
て
法
名
如
覚
卜
云
多
武
峯

に
住
給
け
り
彼
娘
ノ
十
斗
な
る
か
も
と
よ
り
父
ノ
許
へ
送
り
け
る
文
の
吾
二
云
恋

し
や
と
思
へ
は
君
か
わ
す
ら
れ
て
夢
に
も
君
か
わ
す
ら
れ
は
こ
そ
此
寄
の
返
事
二

読
て
娘
の
許
へ
造
ス
吾
也
人
し
れ
す
の
吾
に
く
れ
な
ゐ
の
す
え

」
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草
の
男
女

尾
花
か
も
と

の
お
も
ひ
草

梅
の
ほ
つ
え

み
た
ら
し
川

つ
か
れ
を

い
ね
か
て

。。

つ
む
花
と
は
紅
の
花
の
す
ゑ
つ
め
は
い
ょ
ノ
、
色
こ
ぐ
な
る
さ
れ

は
深
く
な
る
お
も
ひ
に
読
る
也
此
吾
は
延
喜
四
年
八
月
十

一
日
吾
合
二
よ
桑
給
ふ
貞
信
公
ノ
御
寄
也
秋
の
野
の
尾
花
に
ま
し
り
さ
く

花
と
は
是
は
を
み
な
へ
し
を
云
り
草
に
男
女
を
付
る
に
す
塁
き
を
は
草

の
夫
と
い
ひ
女
郎
花
を
は
女
と
云
す
入
き
あ
ま
た
の
中
に
女
郎
花
咲
ま
し

り
た
る
は
男
あ
ま
た
有
て
お
も
ひ
あ
る
ら
ん
と
て
尾
花
か
許
の
あ
も
ひ
草
と

云
此
奇
は
橘
の
清
友
か
娘
を
恋
て
読
給
惟
高
親
王
ノ
御
吾
也
わ
か
そ
の
上

歌
に
梅
の
ほ
つ
え
は
梅
の
木
す
ゑ
也
延
喜
の
御
時
延
喜
三
年
九
月
に
八
幡

。
函
唖

に
て
千
番
の
吾
合
の
有
し
時
忠
峯
か
読
る
吾
也
あ
し
ひ
き
の
吾
に
い
ね

か
て
と
は
い
ね
難
孝
也
此
寄
は
延
喜
七
宮
を
恋
奉
て
貫
之
か
読
る
也

夏
な
れ
は
の
吾
は
経
行
大
将
住
吉
二
寵
て
居
た
り
し
時
彼
大
将
を
ほ
の

か
に
ゑ
て
お
も
ひ
に
沈
ゑ
て
読
て
造
ス
住
吉
ノ
神
主
宣
基
ヵ
娘
ノ
吾

也
終
に
あ
は
て
死
た
り
と
い
へ
り
奇
に
か
や
り
火
と
読
へ
き
也

恋
せ
し
と
象
た
ら
し
河
の
奇
は
二
条
の
后
の
御
事
す
そ
ろ
に
思
は
れ
て
身

は
ぼ
ろ
ひ
ぬ
へ
か
り
し
か
は
業
平
賀
茂
ノ
河
原
に
行
て
吉
備
の
大
明
ト
云

陰
陽
師
を
招
て
恋
せ
し
と
云
祭
を
し
け
れ
と
も
い
と
上
い
と
上
恋
し
さ
ま

ミ
テ
ア
ラ
ヒ

さ
り
け
れ
は
読
て
后
キ
に
奉
る
奇
也
寄
に
み
た
ら
し
河
卜
は
御
手
洗
河
と
書
り

此
承
た
ら
し
川
は
賀
茂
ノ
社
に
も
限
ら
す
万
の
神
の
御
前
の
川
を
は
皆
み
た
ら
し

川
と
云
也
是
は
神
の
御
手
を
あ
ら
ひ
給
ふ
に
依
て
諸
ノ
社
二
わ
た
る
也
長
能
記

ウ
リ

云
塗
享
御
手
洗
河
幣
顕
季
神
モ
不
蹴
受
ヶ
理
寺
と
い
へ
り
象
そ
き
と
は
祭
也

あ
は
れ
て
ふ
こ
と
た
に
な
く
は
ト
は
君
か
あ
は
れ
と
云
事
た
に
も
な
く
は

ユ
プ
ヲ

糸
た
れ
た
る
恋
は
や
ま
し
と
云
り
つ
か
ね
を
と
は
物
を
結
緒
な
れ

は
其
こ
と
く
に
君
か
あ
は
れ
と
云
を
緒
に
し
て
思
ゑ
た
れ
た
る

」
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あ
さ
ち
ふ

し
き
た
へ
の
枕

四
葉

ゆ
た
の
た
ゆ
た

恋
を
や
め
ん
と
云
也
此
吾
は
寛
平
九
年
七
月
七
日
の
吾
合
に

助
内
侍
の
吾
也
お
も
ふ
に
は
の
吾
は
基
経
ノ
卿
を
恋
て
貫
之
か
娘

シ
キ
タ
エ

の
読
る
也
吾
無
義
我
恋
の
吾
に
敷
妙
と
は
枕
也
此
吾
は
寛
平
六
年

十
二
月
十
二
日
吾
合
に
宇
多
院
の
御
吾
也
あ
さ
ち
ふ
の
吾
に
あ
さ
ち
ふ
と
は

ア
サ
チ
ヲ
フ
ル

朝
の
路
と
も
書
り
又
は
麻
茅
生
と
も
書
り
小
野
の
し
の
原
近
江
に
有
此
吾
は

延
喜
三
年
三
月
三
日
に
昭
宣
公
老
後
ノ
時
御
八
幡
へ
ま
い
り
給
た
り
け
る
を
承

奉
て
恋
て
読
て
奉
る
定
国
ノ
大
将
ノ
娘
の
吾
也
人
し
れ
ぬ
の
奇
に

あ
し
か
き
の
ま
ち
か
き
と
云
事
日
本
記
云
融
ノ
大
臣
津
国
ノ
小
屋
二
家
作
て

。
○
錘
○

住
給
ひ
け
る
時
大
伴
ノ
家
持
家
を
な
ら
へ
て
住
け
る
に
彼
娘
を
思
ひ
か
け

て
の
給
ひ
け
り
と
も
き
か
さ
り
け
れ
は
融
ノ
大
臣
ノ
奇
に
云
津
の

国
の
小
屋
と
い
へ
と
も
君
こ
い
は
ま
ち
か
き
か
ひ
も
な
き
か

あ
し
か
き
此
寄
の
意
を
取
て
読
り
ま
ち
か
き
と
は
あ
し
か
き
を

か
こ
ひ
た
る
は
繁
く
て
ひ
ま
ち
か
き
を
云
也
間
近
き
ト
書
り
今
の

人
し
れ
す
の
奇
は
行
平
を
こ
ひ
て
伊
勢
か
よ
め
る
奇
也
思
ふ
共
の
吾
に

ゆ
ふ
て
も
た
ゆ
く
と
く
る
し
た
ひ
も
と
は
契
レ
ハ
は
な
れ
ノ
、
す
る
恋
を
云
也

あ
わ
ん
も
の
な
れ
や
と
は
思
ふ
と
も
恋
と
も
え
あ
ふ
ま
し
き
物
な
れ
と
云

～

意
也
問
本
文
の
こ
と
く
は
あ
ふ
を
下
ひ
も
の
と
く
る
と
い
へ
り
今
此
義
不

ア
プ
コ
ト
ハ
マ
レ
ナ
ル
キ
ミ
カ
シ
タ
ヒ
モ
ノ
ト
ケ
テ
ノ
チ
ソ

然
如
何
答
云
万
葉
云
相
波
希
留
君
賀
下
張
之
解
之
後
曽

Ｊ
／
ノ

ウ
ラ
、
、
、
へ
ラ
ナ
ル

恨
辺
良
奈
留
ゞ
い
へ
り
此
吾
の
意
は
別
る
皇
を
下
ひ
も
の
と
く
る
と
云
り

今
の
ゆ
ふ
手
も
た
ゆ
く
の
吾
は
助
内
侍
を
恋
て
躬
恒
か
よ
め
る

吾
也
い
て
わ
れ
を
の
吾
に
ゆ
た
の
た
ゆ
た
と
は
舟
の
中
に
た

。
酌
。
。
。

ま
り
た
る
湯
な
り
や
る
か
た
も
な
ぎ
思
に
よ
め
り
顕
昭
は

海
の
浪
の
舟
二
せ
か
れ
て
わ
き
返
ル
ヲ
ゆ
た
の
た
ゆ
た
と
い
へ
り

」
”
ウ

」
”
オ
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釣
す
る
う
け

た
，
ぐ
、
汁
一
は

う
き
ぬ
な
は

ヲ
ホ
フ
ネ
ユ
タ

い
て
わ
れ
を
と
は
普
通
二
人
い
て
な
と
云
事
也
古
撰
万
葉
云
大
船
ノ
猶
ノ

タ
ユ
タ
ニ
ソ
テ
ヌ
レ
テ
ク
メ
ト
モ
ッ
キ
ヌ
三
ス
ル
カ
モ

予
永
袖
潤
天
汲
毛
不
尽
波
寄
留
賀
毛
ト
い
へ
り
此
吾
意
は
舟
ノ
中

ワ
カ
コ
、
唇
ニ
タ
ノ
タ
ユ
タ
ニ
ウ
キ
ヌ
ナ
ハ
ヘ
ニ
モ
チ
キ
｜
｜
モ
ヨ
リ
ヤ

の
湯
ト
見
参
リ
又
万
葉
云
我
心
猶
予
示
浮
草
辺
丹
毛
澳
丹
毛
寄
野

力
ネ
マ
シ

賀
祢
摩
之
此
寄
の
心
は
た
入
舟
に
ゆ
ら
る
入
海
の
浪
を
云
也
う
き

ぬ
な
は
と
は
う
き
く
さ
を
云
也
今
の
い
て
わ
れ
は
の
吾
は
小
野
小
町
を
恋

て
平
の
中
興
か
読
ル
嵜
也
い
せ
の
海
の
歌
に
つ
り
す
る
う
け
と
は
二
の
差
別

、

～

有
一
一
一
〈
つ
り
糸
の
中
に
付
た
る
う
け
也
二
一
一
〈
柚
の
は
た
の
め
く
り
に
釣
い
と
を

あ
ま
た
付
て
釣
針
に
え
を
さ
し
て
海
に
ひ
つ
る
也
此
桶
を
う
け
と
云

此
糸
を
た
く
は
と
は
云
也
た
く
な
は
と
は
釣
す
る
と
て
舟
に
大

を
た
く
故
に
た
く
な
は
と
云
也
此
寄
は
五
条
后
の
西
山
に
住
給

ひ
し
時
仁
明
天
皇
崩
御
な
り
け
れ
は
京
へ
も
さ
し
出
給
は
て

籠
り
居
給
ひ
け
る
時
彼
后
の
を
ひ
忠
仁
公
未
タ
わ
か
く
坐
シ
け
る
時
姉

を
な
く
さ
め
奉
ら
ん
と
て
常
に
ま
い
り
給
ひ
け
る
か
忍
ひ
ｊ
、
に

あ
ひ
奉
リ
シ
時
を
は
に
て
御
座
せ
は
あ
は
し
と
思
時
も
有
ま
た
恋
し
け
れ

は
あ
は
む
と
お
も
ふ
時
も
有
故
に
意
ひ
と
つ
を
さ
た
め
か
ね
た
り
と
読

給
也
五
条
の
后
と
は
冬
嗣
の
御
娘
順
子
也
い
せ
の
う
み
の
あ
ま
の
つ
り

な
は
の
野
は
元
良
親
王
御
娘
を
恋
奉
て
読
給
り
貞
元
の
親
王
御

寄
也
寄
無
義
涙
川
な
に
水
上
の
吾
は
遍
昭
僧
正
人
々
に
千
首
の
奇

す
Ｌ
め
し
時
陽
成
院
の
あ
そ
は
す
御
吾
也
た
ね
し
あ
れ
は
の

牙
に
こ
ひ
を
し
こ
ひ
は
と
は
わ
れ
を
恋
る
人
を
こ
ひ
む
に
は
あ

は
さ
ら
め
や
と
云
義
也
此
嵜
は
斎
衡
三
年
六
月
六
日
牙
合
に

忠
仁
公
の
御
吾
也
あ
さ
な
ノ
、
の
奇
に
う
き
て
物
お
も
ふ
と
は

あ
く
か
る
上
義
也
此
寄
は
観
修
寺
ノ
内
大
匡
局
藤
の
孫
侍
従
畦
露
罐
〈

」
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行
水
に
数
か
く

錘
海
産
定
方
也
播
磨
の
か
く
河
に
す
桑
給
ひ
け
る
時
道
と
を
る
女
を
ゑ
て

す
そ
ろ
に
恋
し
か
り
け
れ
は
読
給
寄
也
忘
る
坐
の
吾
に
あ
し
た
つ

。
。
⑥
“

ヤ
マ
ト

の
お
も
ひ
み
た
れ
と
は
大
方
つ
る
の
恋
を
す
る
に
は
あ
ら
す
日
本
記
云
日
本

タ
ケ
ノ
ミ
コ
ト

武
尊
后
物
気
に
取
れ
て
死
に
給
ひ
た
り
け
る
後
ふ
か
く
歎
給
ひ
鳴
給
ひ

け
れ
は
時
の
臣
下
象
奉
て
な
き
悲
し
承
け
り
此
意
を
以
て
あ
し
た
つ
の
お
も
ひ

ス
ヘ
ラ
キ
ノ

染
た
れ
て
な
く
と
云
事
を
読
り
古
撰
万
葉
云
此
事
を
赤
人
読
テ
云
未
開
野

ヲ
モ
イ
ミ
タ
レ
テ
ソ
ラ
ニ
ノ
ミ
ナ
キ
コ
ソ
ワ
タ
レ
ア
シ
タ
ッ
ノ
コ
エ
ソ
ラ
ニ
ミ
タ
レ
テ

思
乱
天
空
丹
而
己
鳴
古
曽
渡
礼
葦
鶴
之
音
空
永
乱
天
ゞ
い
へ
り

今
の
わ
す
ら
る
上
の
吾
は
良
峯
の
安
世
ノ
大
納
言
の
娘
を
恋
て
読
給

常
康
親
王
の
御
吾
也
か
ら
衣
の
吾
は
大
中
臣
輔
道
か
娘
を
恋
て

よ
め
る
橘
ノ
長
盛
か
寄
也
寄
無
義
ょ
ひ
ノ
ー
の
吾
は
延
喜
二
年

九
月
の
奇
合
延
喜
御
寄
也
恋
し
き
に
の
吾
は
同
シ
時
の
御
寄
合
に
紀
ノ

ト
シ
サ
タ

利
貞
か
牙
也
吾
無
義
人
の
承
も
な
ら
は
し
も
の
を
吾
は
延
喜
三
年
四
月

モ
ト

十
八
日
吾
合
橘
ノ
忠
幹
か
寄
也
忍
ふ
れ
は
の
吾
は
大
江
千
里
越
前
国

・
ト
モ

に
住
け
る
時
藤
原
長
朝
の
娘
の
京
に
住
け
る
に
読
て
造
ス
寄
也

こ
む
よ
に
も
の
吾
は
此
事
す
ぎ
て
は
や
昔
に
も
な
れ
か
し
昔
シ
さ
り
し

と
思
は
む
と
読
ル
也
此
奇
は
惟
高
ノ
親
王
御
遁
世
の
後
彼
御
娘
仁
和
寺
二
御

座
け
る
を
申
給
ひ
け
れ
と
も
き
上
給
は
さ
り
け
れ
は
読
て
奉
り
給
昭
宣
公
の
御

嵜
也
つ
れ
も
な
き
の
吾
は
陽
成
院
春
日
の
十
首
の
奇
あ
そ
は
し
け
る
時
／
御

寄
也
行
水
に
か
す
か
く
よ
り
も
は
か
な
き
と
云
事
日
本
記
云
清
寧
天
皇

ヲ
チ
ヲ

の
御
時
丹
後
惟
尾
か
仔
囑
炉
我
よ
り
ま
さ
り
た
る
人
を
お
も
ひ
か
け
て
兎

角
申
け
れ
は
女
の
云
我
に
志
シ
あ
ら
は
前
な
る
河
に
夜
こ
と
に
数
を
か
け

百
二
満
シ
た
ら
む
時
あ
は
む
と
云
か
な
は
し
と
い
は
む
と
す
れ
は
事
き
れ

い
へ
き
間
さ
ら
は
と
て
行
テ
か
け
と
も
数
な
し
さ
て
女
い
さ
数
ぷ
む
と
て

」
調
ウ

」
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お
き
へ

玉
も

五
葉

よ
る
は
す
か
ら
に

男
＃
つ
れ
て
行
て
ゑ
る
に
数
な
し
女
数
の
な
げ
れ
は
あ
は
し
と
て

帰
ル
時
ノ
男
云
ク
さ
り
と
も
と
数
か
く
水
は
跡
も
な
し
君
か
つ
ら
さ
は
つ
ら
さ
の
み

し
て
と
云
て
河
に
身
を
な
け
て
死
ぬ
其
よ
り
し
て
は
か
な
き
恋
二
〈

行
水
に
数
か
く
と
読
也
此
行
水
に
数
か
く
の
奇
は
小
野
小
町
か
業
平
を

恨
テ
読
ル
寄
也
人
を
思
ふ
の
吾
は
枇
杷
ノ
左
大
臣
仲
平
ノ
御
娘
を
恋
奉
て
読
ル

紀
文
幹
か
吾
也
思
や
る
の
吾
に
夢
路
に
あ
ふ
人
し
な
き
と
は
夢
に
も
み

へ
ぬ
を
云
也
此
奇
は
忠
仁
公
を
恋
奉
て
読
ル
伊
勢
か
吾
也
恋
し
ね
と
す
る

わ
さ
な
ら
し
の
吾
に
ょ
る
は
す
か
ら
と
は
夜
も
す
か
ら
也
文
選
恋
賦
云
ク

印
函
。
回

漢
武
未
芒
嵯
李
夫
人
後
日
↓
遇
害
乏
一
増
し
懐
ヒ
ヲ
見
吟
江
二
催
犀
恨
ヲ
依
励
何
二
止
弓
死
己
受

此
文
の
意
也
此
嵜
は
業
平
か
う
と
く
な
る
を
恨
テ
ニ
条
后
の
読
給
御
寄
也

涙
河
の
吾
は
大
仲
臣
頼
基
か
娘
を
恋
て
読
ル
平
の
中
興
か
吾
也
恋
す

れ
は
の
吾
は
貞
観
六
年
八
月
十
一
日
の
内
裏
の
寄
会
に
菅
原
／
清
公
の

読
る
吾
也
吾
無
義
か
上
り
火
の
吾
は
別
の
義
な
し
延
域
二
年

九
月
十
八
日
内
裏
／
吾
合
也
橘
ノ
長
盛
か
寄
也
か
坐
り
火
の
か
け
と
な

る
身
の
吾
は
師
輔
を
恋
奉
て
助
内
侍
ノ
読
ル
吾
也
融
卿
ノ
娘
也
吾
無

義
は
や
き
瀬
に
の
吾
は
八
番
の
百
番
の
吾
合
惟
高
親
王
ノ
御
寄
也
嵜
二
無
義

み
る
め
と
は
海
の
草
也
お
き
へ
に
も
の
吾
は
奥
ノ
辺
也
此
吾
は
光
孝

奉

天
皇
を
恋
○
て
読
ル
伊
勢
か
牙
也
た
ま
も
と
は
海
に
有
も
く
つ
也
あ
し

か
も
の
吾
は
良
門
か
娘
を
恋
て
有
常
か
読
ル
奇
也
可
見
注
人
し
れ
ぬ
の
吾
は
忠

峯
賀
茂
の
百
番
の
吾
す
奥
め
け
る
時
忠
峯
か
読
ル
吾
也

と
ふ
烏
の
牙
は
四
条
の
后
を
恋
て
在
原
ノ
仲
平
か
読
ル
寄
也
嵜
無
義

あ
ふ
さ
か
の
ゆ
ふ
つ
け
烏
の
吾
は
七
条
ノ
中
宮
未
夕
后
と
も
成
給
は
て
御
座

し
時
ほ
の
か
に
み
付
て
読
玉
フ
宇
多
院
ノ
御
吾
也
あ
ふ
か
さ
の
関
の
吾
は
陽
成
院

」
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玉
虫
は
虫
の

女
也

あ
け
た
て
は

せ
み
の
お
り
は
へ

山
ひ
こ
の
こ
た
へ

ぬ
山
は
あ
ら
し

相
坂
の岩

清
水

い
れ
ひ
も

の
御
門
陽
成
の
御
を
と
入
貞
国
親
王
兄
を
う
ち
奉
て
代
を
と
ら
む
と

し
給
し
事
あ
ら
は
れ
て
出
雲
国
に
流
し
給
け
れ
は
御
子
達
ち
り
ノ
ー
に
成
給

ひ
し
時
第
二
の
御
娘
時
ノ
美
女
也
彼
を
基
康
親
王
奉
〆
見
て
深
く
恋
て

そ

読
て
造
ス
吾
也
彼
相
坂
の
岩
清
水
の
深
き
思
ひ
に
ょ
す
へ
て
読
ム
事

セ
イ
ム

ヨ
シ
ミ
三

は
由
緒
あ
り
是
は
成
務
天
皇
ノ
御
時
秦
ノ
良
見
卜
云
者
ノ
娘
男
ヲ
恨
テ
身

を
な
け
た
り
し
水
也
故
に
恨
深
キ
事
に
云
也
う
き
く
さ
の
奇
は
同
シ

人
を
恋
テ
同
人
ノ
よ
め
る
也
打
侘
て
の
牙
に
山
ひ
こ
の
こ
た
へ
ぬ
山
は

あ
ら
し
と
云
事
は
続
日
本
記
ノ
注
云
昔
シ
下
女
有
て
ぶ
ち
の
国
ノ
あ
い
そ
山
ヲ
」
鉦
オ

ロ
○
四

夫
婦
共
に
越
け
る
に
先
二
立
ダ
ル
男
谷
水
く
ぷ
に
行
た
り
け
る
か
帰
ら
す
妻
彼

を
よ
ふ
と
て
お
め
き
あ
り
き
け
れ
は
山
た
ま
の
こ
と
ふ
る
を
間
て
男
の
有

と
お
も
ひ
て
あ
ち
こ
ち
尋
ね
行
け
れ
と
も
あ
は
す
其
意
を
引
テ
読
ル
吾
也

深
養
父
か
家
の
葺
合
二
此
寄
は
ょ
め
り
藤
原
公
俊
か
吾
也
心
か
へ
の
吾
に
心
か
へ

酌
。

と
は
心
か
は
り
し
か
た
恋
と
は
共
に
お
も
わ
ぬ
恋
也
此
嵜
は
文
徳
天
皇
の
御
時
斎
衡

二
年
ノ
内
裏
ノ
奇
合
に
読
ル
昭
宣
公
の
御
吾
也
よ
そ
に
し
て
の
吾
に
い
れ
ひ
も

と
い
へ
る
は
普
通
の
ひ
た
入
れ
の
ひ
も
也
此
奇
は
西
三
条
の
左
大
臣
良
相
ノ
娘
を
恋
ァ

読
ル
行
平
中
ノ
納
言
ノ
吾
也
後
二
〈
妻
と
す
春
た
て
は
の
奇
は
延
喜
五
月
四
月
十
三
日

内
裏
ノ
奇
合
二
延
喜
御
寄
也
吾
無
義
あ
け
た
て
は
の
吾
に
あ
け
た
て
は

と
は
夜
ル
の
明
は
な
れ
た
る
義
也
せ
ふ
の
お
り
は
へ
と
は
お
り
を
え
て
と
云
心
也
此
意
は

源
氏
の
序
に
見
え
た
り
文
集
云
恋
ゞ
！
〈
似
二
樹
ノ
蝉
一
一
終
し
日
二
鳴
キ
恨
コ
ト
ハ
如
一
野
蛍
ノ
終
し
夜
ヲ
燃
卜
害
リ
」
釦
ウ

此
意
を
よ
め
る
寄
也
此
意
は
延
喜
元
年
二
内
裏
ノ
葺
合
に
延
喜
御
寄
也

夏
虫
の
牙
に
夏
虫
の
身
を
い
た
つ
ら
に
な
す
と
云
事
は
長
能
記
中
云
不
砂
及

恋
二
焦
欣
身
ヲ
如
レ
望
一
夏
ノ
虫
灯
一
一
い
へ
り
是
は
玉
虫
は
虫
の
中
ノ
女
に
て
有
を
萬
の
虫
ノ

お
も
ひ
か
け
て
霞
と
い
へ
は
く
ら
き
に
火
を
取
て
こ
よ
と
云
さ
て
萬
ノ
虫
の
火
を
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ゆ
ふ
さ
れ

春
さ
り

秋
さ
り

を
き
そ
は
り
つ
入

六
葉

あ
や
な

け
い
と
か

す
か
の
れ

か
て
に

取
に
来
て
や
け
て
死
す
る
也
此
意
を
読
ル
吾
也
此
事
長
能
記
ノ
注
に
見
，

ア
キ
ラ

今
夏
虫
の
吾
は
小
野
小
町
を
恋
て
大
江
惟
章
ヵ
よ
め
る
吾
夕
さ
れ
の
吾
に

ゆ
ふ
さ
れ
は
と
は
ゆ
ふ
さ
り
と
云
心
也
春
さ
れ
は
秋
さ
れ
は
春
な
れ
は
秋
な
れ

は
と
云
義
也
を
き
そ
は
り
つ
入
置
添
ル
義
也
此
吾
は
寛
平
四
年
七
月
十
八
日

内
裏
ノ
奇
合
に
藤
宰
相
清
経
入
道
か
吾
也
法
名
蓮
寂
也
い
つ
と
て
も
の
吾
に

秋
の
夕
へ
は
あ
や
し
か
り
け
り
と
は
秋
は
物
思
ふ
時
な
る
か
故
に
此
こ
と
く
云
也
本
文
如
上
此

嵜
は
秦
ノ
宗
冬
か
娘
を
恋
て
橘
／
広
道
か
読
ル
吾
也
秋
の
田
の
奇
は
秋
ノ
田
の
ほ
」
犯
オ

に
こ
そ
人
を
恋
さ
ら
め
と
は
あ
ら
は
れ
て
こ
そ
恋
さ
り
め
と
云
義
也
ほ
に
出
る

の
本
文
如
上
一
此
寄
は
輔
ノ
内
侍
を
恋
て
藤
原
ノ
仲
平
ヵ
読
ル
計
也
秋
の

田
の
吾
に
い
な
つ
ま
の
ひ
か
り
の
ま
に
も
わ
れ
や
わ
す
る
上
と
云
事
は
本
文

を
読
り
漢
書
云
思
不
写
絶
電
光
ノ
間
タ
モ
猶
有
歎
恨
不
し
忘
朝
露
ノ
中
一
一

悲
又
不
し
留
此
文
の
意
を
よ
め
る
寄
也
此
嵜
は
大
江
ノ
千
里
か
家
ノ
奇
合
に
よ
め
る

大
江
千
里
ヵ
奇
也
人
め
も
る
の
吾
は
輔
ノ
内
侍
か
花
見
つ
る
を
み
て
読
テ
遺
墨

遍
昭
僧
正
ノ
吾
也
あ
や
な
は
無
益
也
あ
は
雪
の
奇
に
た
ま
れ
は
か
て
に
く
た

フ
サ
ノ
リ

け
つ
上
と
は
た
よ
り
歎
ク
く
た
く
る
を
云
也
此
吾
は
清
原
ノ
房
則
ヵ
娘
を
恋
て

貫
之
か
読
〃
吾
也
お
く
山
の
吾
に
す
か
の
ね
し
の
ぎ
ふ
る
雪

。
。
。
。
。
○
唖

上
す
か
の
れ
は
ほ
そ
き
物
に
て
雪
ふ
れ
と
も
か
く
れ
ぬ
物
也
け
い
と
は

き
え
ぬ
と
云
心
也
此
寄
は
清
和
御
時
貞
観
十
八
年
内
裏
寄
合
」
犯
ウ

に
染
殿
ノ
内
侍
の
読
ル
寄
也

古
今
和
歌
集
巻
第
十
二
○
恋
歌
二

お
も
ひ
つ
上
の
吾
は
業
平
か
れ
ノ
ー
な
り
て
後
小
野
小
町
か
読
る
牙

に
三
首
同
人
を
恋
て
よ
め
る
寄
也
う
た
上
ね
の
奇
は
無
義

（
約
二
行
分
余
白
）
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七
日
の
衣
を

か
へ
し
て
き
る

い
と
せ
め
て
の
吾
に
夜
ル
の
衣
を
返
し
て
き
る
と
云
事
文
記
録
云
残
涙

未
吟
乾
し
袖
微
子
ヵ
思
焦
レ
肝
越
し
山
二
渡
吟
海
ヲ
旦
ク
入
テ
玄
験
ヵ
室
一
一
学
搾
道
テ
遣
恋
未
褒

カ
ヘ
ス
“

し
尽
レ
心
二
軒
子
有
砂
恨
隔
庵
郷
ヲ
越
庵
河
ヲ
入
陶
耀
ヵ
室
一
躍
し
翻
し
衣
ノ
夢
路
猶
ヲ
悲
フ

イ
ー
エ
ユ
ウ
″

争
ヵ
出
關
門
↓
陪
仙
宅
一
一
輪
祐
恋
／
病
莫
文
の
意
は
大
宗
ノ
御
時

〈
カ
リ

徽
子
卜
云
賢
者
有
国
王
の
命
依
テ
他
国
ノ
敵
を
責
に
向
て
軍
ノ
計
ゞ
！

う
す
く
し
て
負
た
り
け
れ
は
勅
勘
を
か
ふ
ふ
り
て
遠
手
国
二
流
ル
其

所
ヨ
リ
も
三
十
余
日
隔
た
り
た
る
所
二
方
玄
験
か
有
し
を
尋
行
テ
武
道
を
な
ら

ひ
て
歎
を
責
テ
勅
勘
ユ
リ
タ
リ
ー
云
努
子
は
梁
ノ
武
帝
ノ
時
ノ
臣
下
不
賢
ニ
シ
テ
国
ヲ
乱
ル
け
れ

は
遠
キ
国
二
流
ル
宮
二
止
ル
妻
の
あ
ま
り
に
恋
し
か
り
け
れ
は
是
を
歎
て
其
所
二
有

仙
人
の
す
ふ
か
に
入
て
此
歎
を
何
ヵ
せ
む
と
い
ひ
け
れ
は
仙
人
飛
て
云
〃
汝
ヵ
す
ふ
処
に

陶
耀
＃
云
人
有
術
ノ
達
者
也
彼
二
可
レ
学
云
行
て
問
二
答
テ
云
悲
し
き
人
の
事
を
忘

れ
む
と
思
は
些
彼
人
に
常
に
か
さ
ね
て
着
た
ら
む
衣
を
返
し
て
ね
て

タ
ナ
ハ
タ

セ
タ
ノ
呪
を
言
て
れ
た
ら
ば
夢
に
つ
ね
に
ゑ
え
は
あ
ふ
心
地
し
て
お
も
ひ
あ

ら
し
と
云
約
束
の
こ
と
く
し
け
れ
は
夢
に
た
か
は
す
此
因
縁
を
以
テ
衣
の
う
ら

を
返
テ
夢
に
見
る
↓
云
關
門
と
は
内
裏
な
り
彼
を
出
て
仙
人
ノ
か
も
と
に

行
て
仙
人
陶
耀
ヵ
息
を
報
セ
ン
と
す
れ
は
君
に
仕
へ
て
い
と
ま
な
し

と
云
事
也
又
文
集
云
楽
天
作
額
ハ
隔
埼
都
ヲ
四
十
ョ
‘
旧
婦
庵
在
亭
二
不

ヒ
ル
カ
ヘ
ス

レ
得
し
見
ト
ヲ
侍
吟
夢
ヲ
恋
庵
契
リ
ヲ
遠
二
翻
垢
衣
卜
云
り
文
意
ハ
楽
天
湖
州
ノ
竹
額
と

ア
ソ
サ
イ

云
所
に
籠
居
し
て
御
座
し
時
ノ
彼
宝
〈
行
在
内
裏
に
住
け
れ
は
互
に
恋

し
か
り
け
れ
と
も
あ
は
す
楽
天
深
く
歎
給
ひ
け
れ
は
宝
紫
ノ
衣
を
送
り
て

是
を
返
テ
着
テ
ね
は
夢
に
み
む
と
云
約
束
た
か
は
す
此
意
を
長
実
卿
の
寄
二
云

唐
の
契
の
す
ゑ
は
紫
の
衣
を
か
へ
す
夢
の
通
ひ
ち
此
意
を
読
り
秋
風
の
奇

は
寛
平
六
年
九
月
十
一
日
一
一
遍
昭
か
家
の
野
合
に
ょ
め
り
吾
無
義

」
詔
オ

」
詔
ウ
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み
を
つ
く
し

三

葉
み
か
で
、
れ
て

夢
の
た
■
お

よ
ぐ
ら
ん

二
葉

袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉

し
も
つ
い
つ
も
寺
は
一
条
二
有
人
の
わ
さ
し
け
る
と
は
惟
高
親
王
ノ
御
子
兼
覧
ノ

。
叩
○

王
天
慶
六
年
七
月
二
日
卒
シ
給
ひ
け
り
御
手
共
六
波
寺
に
て
百
日
の
わ
さ

セ
イ

し
け
る
時
真
静
律
師
導
師
に
て
説
法
に
し
た
り
け
る
詞
を
安
部
ノ

清
行
か
吾
に
読
り
奇
に
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
と
は
涙
也
返
吾
に

を
ろ
か
な
る
の
吾
無
義
寛
平
の
御
時
の
奇
合
と
は
寛
平
六
年
九
月

十
一
日
也
吾
に
夢
の
た
上
ち
と
は
正
し
き
夢
也
住
の
え
の
吾
同
作
者
同
時
牙
也

。
”
Ｑ

人
目
よ
く
ら
ん
と
は
人
目
の
そ
く
義
也
我
恋
は
の
奇
は
伊
勢
か
中
務
を

恋
て
よ
め
り
牙
に
無
義
よ
ひ
の
ま
の
吾
は
延
喜
四
年
七
月
十
一
日

に
貫
之
か
家
の
吾
合
に
読
ル
吾
也
吾
無
義
夕
さ
れ
の
吾
は
助
ノ
内
侍
を

同
人
を
恋
て
読
ル
腎
也
同
人
の
奇
無
淵

恋
て
読
り
同
人
の
寄
也
寄
無
義
我
宿
の
吾
は
延
喜
五
月
四
月

河
の
せ
に
の
奇
は
延
喜
五
年
四
月
十
三
日
内
裏
の
牙
合
に
読
り
奇
に
み

、
『
、
カ
ク
レ

か
く
れ
て
と
は
水
隠
て
と
害
り
か
き
く
ら
し
の
吾
は
橘
の
広
道
か
娘
の

内
裏
に
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
を
ゑ
て
恋
て
読
ル
寄
也
吾
無
義

君
こ
ふ
る
の
吾
は
敏
行
か
娘
を
恋
て
読
ル
吾
也
計
に
み
を

つ
く
し
と
は
海
に
た
て
上
塩
の
み
ち
ひ
を
し
る
木
な
り

。
。
○

満
時
は
拳
し
か
く
な
り
ひ
る
時
は
な
か
く
な
る
也
そ
れ
に
な
そ
ら
へ
て
身

を
つ
く
し
袖
を
ぬ
ら
す
こ
と
に
云
也
再
上
三
首
同
し
人
を
恋
て
同

人
の
読
ル
也
死
ぬ
る
命
の
奇
の
意
は
恋
に
し
な
ん
と
す
る
命
い
く

る
か
と
心
み
む
に
命
い
く
は
か
り
あ
へ
と
よ
め
る
也
わ
ひ
ぬ
れ
は
の
吾
に

人
た
の
め
と
は
わ
す
れ
ん
と
す
れ
は
夢
に
み
え
て
人
を
た
の
む
る
と

云
意
也
わ
り
な
く
そ
の
奇
は
業
平
未
夕
を
さ
な
か
り
け
る
時
曼
茶

羅
と
て
真
雅
僧
正
の
弟
子
に
て
有
し
か
十
六
ノ
年
宇
治
へ
師
と
つ

十
三
一
一
モ
ア
リ

れ
て
行
た
り
け
る
を
ゑ
て
醍
醐
ノ
空
海
法
橋
か
み
て
恋
し
か
り
て

」
弘
オ

」
謎
ウ
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四
葉

五
月
山

ち
く
さ

読
ル
嵜
也
恋
し
き
に
の
奇
は
延
喜
四
年
三
月
三
日
紀
ノ
長
谷
雄
ノ
卿
娘
の

清
水
へ
参
り
た
り
け
る
を
見
て
読
て
遣
ス
藤
原
ノ
良
相
か
吾
也
吾
に
む
な

し
き
か
ら
の
な
に
や
の
こ
ら
ん
と
読
へ
き
也
君
こ
ふ
る
の
吾
は
延

喜
ノ
第
七
ノ
姫
宮
を
恋
奉
て
読
ル
奇
也
嵜
に
い
る
も
え
な
ま
し
と
可
読
也

ょ
と
具
も
に
の
吾
に
み
な
わ
な
り
け
り
と
は
水
の
流
ル
、
す
ち
也
嵜
無
義

夢
路
に
も
の
吾
に
ひ
ち
て
か
は
か
ぬ
と
は
ぬ
る
上
義
也
此
三
首
は
友
則
か
娘

ア
ツ
ミ

大
和
と
て
敦
実
ノ
親
王
二
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
を
み
て
恋
シ
か
り
て
読
ル
吾
也

一
は
か
な
く
の
吾
惟
高
親
王
ノ
家
の
吾
合
に
よ
め
る
吾
也
吾
無
義

偽
の
吾
は
中
原
ノ
清
時
か
娘
を
恋
て
読
る
吾
也
寄
無
義
ね
に
な
き

て
の
吾
は
橘
長
盛
か
娘
を
恋
て
よ
め
る
寄
也
わ
か
こ
と
く
の
奇
は
八
幡
ノ

、

百
番
／
弓
合
二
読
ル
寄
也
さ
つ
き
山
の
吾
は
延
喜
六
年
十
月
廿
六
日
ノ
内

サ
ッ
キ
ヤ
マ

裏
の
吾
合
の
嵜
也
但
五
月
山
；
は
別
の
名
所
に
は
あ
ら
す
只
五
月

の
比
の
山
を
云
也
秋
き
り
の
吾
は
助
の
内
侍
を
恋
て
読
る
寄
也

寄
無
義
虫
の
こ
と
の
牙
一
一
無
義
延
喜
三
年
七
月
十
一
日
の

吾
合
に
読
る
寄
也
秋
な
れ
は
山
と
よ
む
ま
て
と
云
は
山
ひ
上
く

ま
て
と
云
事
也
此
春
日
の
神
主
行
春
か
娘
を
恋
て
大
江
千
里

か
読
る
牙
也
秋
の
野
に
の
弓
に
ち
く
さ
に
と
云
は
か
す
ノ
、
の
義
也

此
寄
は
延
喜
二
年
九
月
内
裏
の
奇
合
也
ひ
と
り
し
て
の
弓
は
紀
利
貞

か
娘
の
津
国
な
る
所
に
す
ゑ
け
る
を
象
て
読
て
遣
丞
吾
也
人
を
思
の

吾
は
西
三
条
左
大
臣
良
相
卿
春
日
へ
ま
い
り
給
ひ
し
時
深
養
父
を
め

し
く
す
良
相
ノ
御
娘
円
子
卜
申
す
姫
う
つ
く
し
か
り
け
る
人
花
の
本
に

立
給
ひ
た
り
け
る
を
深
養
父
ほ
の
か
に
見
奉
て
恋
に
し
つ
ゑ
た
り
け

れ
は
い
ま
は
か
ぎ
り
と
お
も
ひ
け
る
時
此
奇
を
読
て
奉
り
た
り
け
る
時
忍

」
弱
ウ

」
弱
オ
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男
を
風
と
云

さ
や
の
中
山

五
葉

ひ
て
あ
ひ
給
け
る
と
い
へ
り
此
事
委
ク
ハ
後
撰
ノ
注
二
見
タ
ー
秋
風
に
か
き

て
す
こ
と
上
は
遍
昭
か
い
も
う
と
の
八
幡
に
住
け
る
か
秋
風
か
を

引
キ
け
る
を
忠
峯
聞
テ
読
ヲ
造
ス
ま
こ
も
か
る
の
弓
は
延
喜
六
年
十

月
廿
六
日
内
裏
ノ
弓
合
に
ょ
め
り
や
ま
と
に
侍
る
人
に
造
シ
け
る
と
は

ヨ
シ

紀
淑
人
大
和
守
に
て
住
け
る
時
彼
娘
ノ
時
と
か
ょ
ひ
け
る
か
お
や
と

つ
れ
て
や
ま
と
に
有
け
る
か
も
と
へ
読
て
遣
一
〈
寄
也
奇
無
義

や
ょ
ひ
は
か
り
と
は
延
喜
三
年
三
月
な
り
物
の
給
ひ
け
る
人
と
は
右

大
臣
長
手
の
御
娘
恋
ひ
て
常
に
貫
之
に
物
を
お
ほ
せ
ら
れ
し
也
又
人

ま
か
り
つ
上
せ
う
そ
こ
造
ス
と
は
中
納
言
朝
行
ノ
忍
ひ
て
常
に
ま
か
り

通
ふ
と
き
上
て
貫
之
読
ァ
造
ス
嵜
也
丹
に
露
な
ら
ぬ
心
を
花
に
を
き

て
と
は
人
に
心
を
を
き
奉
る
を
云
風
ふ
く
こ
と
に
物
お
も
ひ
つ
く

と
は
こ
と
お
と
こ
行
と
き
く
こ
と
に
物
お
も
ひ
付
と
い
へ
り
男
を
風

と
云
本
文
又
如
上
一
露
な
ら
ぬ
心
を
花
に
を
く
と
云
事
史
記
云
ク

ス
イ
‐

三
皇
一
朝
之
籠
確
勝
世
今
〈
成
テ
旧
婦
／
跡
花
薯
之
心
雌
し
非
し
露
岸
置
咋
君
二
と

書
り
文
意
は
王
昭
君
は
三
代
の
君
／
后
た
り
し
か
と
も
戎
ス
ニ
被
庵
取
胡
国
二
有
し

か
ば
自
ノ
た
よ
り
に
も
っ
て
を
申
す
事
な
し
是
は
花
の
昔
に
か
ば
ら
す
と
い
へ

と
も
君
に
心
を
を
き
奉
る
と
い
へ
り
さ
れ
露
の
心
を
花
に
を
く
と
云
は

本
説
有
事
也
我
恋
の
牙
に
く
ら
ふ
山
上
大
和
に
有
ま
な
く
と
は
ひ
ま

ム
ネ
ヲ
カ
ノ
ヲ
ホ
ョ
リ

な
く
也
是
は
橘
忠
幹
ヵ
娘
を
恋
て
読
ル
也
宗
岡
大
頼
と
云
は
天
智
天
皇

御
末
兵
部
少
輔
茂
行
一
男
子
時
伊
勢
守
也
寄
無
義
此
寄
は
寛
平
六

年
十
一
月
十
二
日
内
裏
ノ
丹
合
也
た
き
つ
せ
の
吾
は
延
喜
三
年
三
月

三
日
内
裏
ノ
奇
合
也
寄
無
義
ょ
ひ
ノ
、
の
吾
は
助
内
侍
を
恋
て

読
ル
寄
也
嵜
無
義
あ
つ
ま
ち
の
吾
に
さ
や
の
中
山
と
は
遠
江
国
に
有

L一
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あ
し
の
め
も

は
る
に

六

葉
ぶ
な
せ
川

あ
つ
さ
弓本

末

同
人
を
恋
て
読
ル
寄
也
寄
無
義
し
き
た
へ
の
枕
の
奇
ノ
本
文
を
読
ル
寄
也

漢
書
云
漢
武
恋
二
己
婦
↓
涙
常
二
恋
テ
身
ハ
沈
海
中
一
一
如
在
小
嶋
一
い
へ
り
此
文

意
は
漢
武
帝
李
夫
人
に
わ
か
れ
歎
給
ひ
し
涙
如
海
其
意
を
読
り
此
吾
大
江

千
里
か
家
ノ
吾
合
に
読
り
寛
平
七
年
七
日
の
事
也
年
を
過
て
の

吾
は
助
内
侍
を
恋
て
よ
め
る
寄
也
よ
ゐ
の
快
と
は
猶
こ
ほ
り
け
り
と
云
心
は

年
を
へ
て
き
え
ぬ
お
も
ひ
た
に
も
か
な
し
ぎ
に
又
お
も
ひ
の
そ
ひ
行
か
な
し
さ
よ
と

読
り
我
恋
の
吾
は
寛
平
九
月
七
月
七
日
内
裏
の
葺
合
也
嵜
無
義
紅
の
ふ
り

出
つ
入
な
く
涙
と
は
お
も
ひ
の
切
に
成
ぬ
れ
は
血
の
涙
を
な
か
す
を
云
也
文
選
云

思
積
ヲ
胸
ノ
火
未
消
恨
ミ
余
テ
紅
涙
未
乾
此
文
の
意
を
読
り
是
は
延
喜
七
宮
を

Ｉ

恋
奉
て
読
り
白
玉
の
奇
は
同
人
を
恋
奉
て
ょ
め
り
夏
虫
の
吾
は
藤
原
国
茂
の

娘
を
恋
て
よ
め
る
奇
也
奇
無
義
風
吹
は
の
奇
は
延
喜
二
年
九
月
内
裏
の
奇
合

寄
無
義
月
ノ
影
の
吾
は
遍
昭
か
す
入
め
げ
る
千
首
の
吾
の
中
に
読
ル
寄
也
弓
無
義

恋
し
な
は
の
吾
意
は
恋
死
に
た
ら
は
我
わ
る
き
名
は
ょ
も
た
上
し
世
の
つ

ね
に
か
上
る
事
は
な
し
や
さ
し
と
そ
人
は
い
は
ん
と
読
ル
也
た
か
名
！
〈
我
名
と
云
事
也

此
奇
は
中
原
ノ
清
時
か
娘
を
恋
て
読
り
此
女
は
後
昭
宣
公
基
経
御
子
右
大
臣
遠

経
の
北
の
方
に
成
け
り
津
の
国
の
牙
に
め
も
は
る
に
と
は
目
も
は
る
か
に
と
云
心
也
此
奇

は
延
喜
二
年
九
月
十
二
日
吾
合
也
て
も
ふ
れ
て
の
吾
は
八
幡
百
番
葺
合
の
奇
也

嵜
無
義
人
し
れ
ぬ
の
吾
は
深
養
父
か
娘
花
薗
／
益
河
と
て
内
裏
に
つ
か
ふ

ま
つ
り
け
る
を
恋
て
読
ル
寄
也
嵜
無
義
こ
と
に
い
て
其
の
奇
は
助
内
侍
を
恋
て

読
る
吾
也
奇
二
ゑ
な
せ
河
と
云
地
体
は
承
な
せ
と
云
也
こ
と
に
い
て
上
と
云
事
也
君
を

。
。
。
⑨
歯

○
回
的

の
象
の
寄
昌
泰
三
年
七
月
十
一
日
内
裏
の
吾
合
吾
也
寄
無
義
命
に
も
の
奇
は
昌

寄
ツ
ラ

泰
三
年
同
月
同
日
内
裏
の
牙
合
寄
也
○
無
義
春
道
列
樹
云
〈
本
〈
小
野
氏
改
〆

ニ
イ
ナ

レ
姓
ヲ
干
時
雅
楽
頭
春
道
新
名
か
子
也
あ
つ
さ
弓
の
奇
は
日
本
記
云
武
蔵

」
師
ウ

」
銘
オ

」
釘
オ
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春
の
物
と
て

そ
ほ
ふ
る

な
に
そ
は

国
な
り
け
る
女
ナ
夫
の
京
へ
上
り
た
り
け
る
を
恋
し
か
り
て
此
ノ
夫
ノ
置
た
り

け
る
弓
を
か
た
み
に
見
て
夜
は
い
た
き
て
れ
上
す
る
事
二
三
年
に
成
け

れ
は
此
弓
に
た
ま
し
ゐ
出
き
て
夜
は
本
卜
未
ェ
女
に
ひ
し
と
す
い
つ
き
て

は
な
れ
す
ひ
る
は
は
な
れ
け
り
其
意
を
以
て
あ
つ
さ
弓
も
と
す
ゑ

よ
る
と
そ
へ
て
恋
二
〈
読
り
此
吾
は
寛
平
三
年
七
月
十
一
日
内
裏
弓
合
也

我
恋
の
吾
は
高
光
少
将
の
娘
の
北
山
に
有
け
る
を
染
て
恋
し
か
り
て
読
ル
寄
也

吾
無
義
我
の
桑
そ
か
な
し
か
り
け
る
の
奇
は
寛
平
六
年
十
月
十
一
日
内
裏

丹
合
也
無
義
今
は
は
や
の
牙
は
七
条
ノ
中
宮
御
寄
合
寛
平
六
年
十
月

一
日
ノ
吾
無
義
た
の
め
つ
上
の
奇
は
同
し
時
の
奇
合
也
奇
無
義

い
の
ち
や
は
の
吾
に
な
に
そ
は
と
は
な
む
そ
と
云
事
也
同
時
吾
合
奇
也

（
約
一
行
分
余
白
）
」
銘
ウ

古
今
和
歌
集
巻
第
十
三
○
恋
弓
三

や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
と
は
貞
観
十
三
年
三
月
也
し
の
ひ
に
人
に
物
を
い
ひ
て
と
は
二
条

后
の
春
宮
の
み
や
す
所
に
て
西
ノ
た
い
に
住
給
け
る
所
へ
業
平
忍
テ
参
り
た
り

、
●
、
シ
ケ
ク

け
る
時
ノ
事
也
そ
ほ
ふ
る
雨
卜
云
ニ
ニ
義
有
一
一
一
《
滋
ふ
る
雨
を
云
也
万
葉
云

ハ
ル
サ
メ
ノ
イ
ヤ
ソ
フ
フ
レ
ハ
ア
ス
カ
カ
ハ
キ
ノ
フ
ノ
フ
チ
ソ
ケ
ブ
ハ
セ
ト
ナ
ル

春
雨
之
弥
添
雨
礼
波
飛
鳥
河
昨
日
之
淵
曽
今
日
波
瀬
登
成
卜
云
り
是
は

、
、
、

ハ
ッ
シ
ク
レ
ソ
ホ
プ
リ
ス
ク
ル
ユ
ウ
ク
レ
ニ

し
け
く
降
雨
ノ
義
也
此
寄
〈
人
丸
ノ
寄
也
二
」
〈
万
葉
云
初
時
雨
雨
過
留
多
暮
ホ

ソ
テ
キ
ル
カ
サ
ソ
ウ
チ
シ
ホ
ル
ラ
シ

袖
着
笠
曽
打
潤
留
羅
紫
卜
云
り
微
雨
＃
〈
す
こ
し
降
雨
也
袖
着
笠
卜
袖
着
也

寄
二
お
き
も
せ
す
ね
も
せ
て
夜
を
あ
か
し
て
と
は
余
ノ
恋
し
さ
に
ぬ
へ
ぎ
夜
は
ね
ら
れ
す

、

お
く
へ
き
ひ
る
は
お
き
ら
れ
す
と
云
意
也
春
の
も
の
と
て
な
か
め
暮
し
つ
と
は
二
義
有
一
一
〈
春

雨
を
春
の
物
卜
云
さ
れ
は
春
の
物
と
て
な
か
め
暮
し
つ
と
云
也
六
帖
集
云
ゆ
か
て
や
は

髪
に
と
ま
ら
む
春
の
雨
春
の
物
と
て
ふ
り
く
ら
し
ぬ
る
と
い
へ
り
さ
れ
は
春
雨
を
」
調
オ

、

春
の
物
と
云
り
こ
《
〈
二
条
后
干
時
春
宮
ノ
女
御
に
て
御
座
セ
ハ
春
ノ
物
卜
よ
そ
に
な
か
め

－201－



く
ら
し
つ
と
云
也
業
平
朝
臣
の
家
に
侍
け
る
女
と
は
業
平
の
い
も
う
と
初
草
の
女
也

二
葉
敏
行
は
終
に
彼
女
の
夫
と
成
し
リ
寄
無
義
返
歌
ニ
あ
さ
承
と
は
あ
さ
き
所
也

ょ
る
へ
波
よ
る
へ
な
み
の
吾
に
云
〈
汀
に
よ
る
波
を
云
也
み
を
と
は
水
の
流
ル
、
す
ち
也
そ
れ
を

我
身
に
よ
そ
へ
て
読
ル
也
心
《
君
か
影
と
成
と
は
我
お
も
ふ
心
は
き
象
か
影
と
成
て

。
サ
ル
コ
ト
、
、
、
セ
ヤ
ス
ル
ミ
セ
キ
ヤ
ア
〃
カ
タ
キ

は
な
れ
し
と
云
心
也
毛
詩
表
云
恋
涙
不
レ
乾
見
不
見
君
ヵ
心
・
ノ
難
二
麓
念
ノ
恨
・
多
上
ゞ
；

シ
ラ
セ
ヤ
ス
ル
シ
ラ
セ
テ
ヤ
ア
ル
ナ
リ
タ
ラ
ン
モ
ノ
ヲ

知
不
知
我
ヵ
心
．
成
君
ヵ
影
斗
文
源
氏
云
我
心
き
ゑ
か
影
と
や
成
ぬ
ら
ん
身
を
は
な
れ
て
も

ま
と
ふ
恋
か
な
と
い
へ
り
此
吾
は
柏
木
右
衛
門
督
ょ
ゑ
て
女
三
ノ
宮
に

奉
る
嵜
也
上
ノ
文
意
は
梁
昭
明
太
子
人
を
恋
て
害
テ
造
シ
給
ふ
け
し

や
う
文
の
こ
と
は
也
そ
れ
を
毛
詩
ノ
表
二
害
入
た
る
也
此
よ
る
へ
波

の
牙
は
中
務
を
恋
て
定
文
二
つ
か
は
り
て
敏
行
か
よ
め
る
寄
也
」
調
ウ

み
ま
く
ほ
し
さ
に
徒
に
の
弓
に
み
ま
く
ほ
し
さ
と
は
ゑ
た
さ
の
ほ
し
さ
に
と
云
也
此
嵜
業
平
二
条

后
ノ
事
に
依
て
東
山
に
お
し
籠
ら
れ
て
有
し
時
后
は
兄
昭
宣
公
ノ
許
に
居
給

ひ
た
り
し
時
行
け
れ
と
も
あ
は
て
帰
り
ノ
ー
し
た
り
し
時
読
た
り
し
嵜
也
あ
は

い
夜
の
奇
は
人
丸
の
読
て
勝
ノ
八
尾
ヵ
娘
の
許
へ
遣
シ
け
る
寄
也
嵜
無
義
秋
の

野
に
の
奇
は
二
条
ノ
后
ノ
御
許
へ
業
平
行
け
れ
と
も
あ
ひ
奉
る
事
の
か
た
け
れ
は
読
て

ひ
ち
ま
さ
る
遣
シ
け
る
吾
也
ひ
ち
ま
さ
る
と
は
ぬ
れ
ま
さ
る
を
云
也
秋
の
野
に
さ
上
分
し

あ
さ
の
袖
と
は
大
和
物
語
云
天
武
天
皇
ノ
御
時
桜
田
利
名
中
将
卜
云
人
津
国
二
住
け
る

と
き
な
ら
ひ
の
里
に
源
ノ
信
盛
と
云
人
の
娘
の
許
に
忍
ひ
て
通
ひ
け
る
か

さ
上
分
し
あ
さ
の
袖
恨
ル
事
や
有
け
ん
後
に
は
行
と
も
あ
は
さ
れ
ば
朝
夕
さ
上
分
て
露
に
ぬ
れ
て

あ
は
て
帰
る
事
お
ほ
し
そ
れ
を
本
説
に
て
よ
め
る
寄
也
あ
さ
の
袖
と
は

二
義
有
一
一
一
〈
朝
ノ
袖
二
一
〈
あ
さ
の
袖
也
み
る
め
な
ぎ
の
吾
に
か
れ
」
抑
オ

か
れ
な
て
な
て
と
は
別
な
て
と
云
意
也
足
た
ゆ
く
上
る
と
は
あ
し
の
た
ゆ
き
ま
て
く

足
た
ゆ
く
く
る
る
と
云
心
也
此
奇
は
小
野
小
町
光
高
親
王
に
お
ほ
そ
れ
奉
て
内
裏
に
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永
生
悪
化
姿
ご

有
け
る
時
業
平
行
と
も
あ
ふ
こ
と
か
た
か
り
け
れ
は
小
野
小
町
読
て
業

平
か
許
へ
遣
ス
寄
也
あ
は
す
し
て
の
吾
は
中
務
を
お
も
ひ
け

サ
ネ
ユ
キ

る
に
源
ノ
実
に
つ
い
て
云
事
も
聞
さ
り
け
る
時
宗
干
ヵ
よ
め
る

寄
也
奇
無
義
有
明
の
吾
は
序
二
如
云
一
逢
事
の
な
ぎ
さ
の
吾
は
津
守

ツ
ネ
シ

に
て
有
し
時
源
ノ
常
ヵ
娘
の
津
国
西
宮
に
籠
り
居
た
り
け
る
を

思
ひ
か
け
て
読
て
造
ス
弓
也
彼
女
後
ニ
ハ
宇
多
院
に
思
は
れ
奉
り
け
り
其

後
山
階
ノ
大
将
雅
経
の
宝
卜
成
て
二
人
の
子
有
一
人
は
左
大
将
雅
俊

一
人
は
中
納
言
朝
行
奇
無
義
か
ね
て
よ
り
の
奇
に
あ
ふ
事
な
き
に
ま
た

◎
ｍ

き
た
り
つ
と
は
あ
ふ
事
な
き
に
ま
た
し
き
名
の
た
つ
と
云
義
也
此
奇
に
二
説
有

経
信
ノ
注
二
は
家
持
中
納
言
の
娘
は
文
徳
天
皇
ノ
女
御
な
り
し
を
恋
て
橋
本

ミ
○
卜
一
ブ

好
都
良
か
読
た
る
と
云
也
依
て
承
と
ら
大
宝
二
年
伊
与
国
に
流
罪
せ
ら
れ
け

る
と
云
食
当
流
に
は
此
寄
不
爾
桑
と
ら
か
吾
は
万
葉
に
兼
て
よ
り
風
に
さ
き
た
つ

浪
な
れ
や
あ
ふ
事
な
き
に
ま
た
き
物
お
も
ふ
と
有
是
を
経
信
み
た
か
へ
て

古
今
の
吾
を
み
と
ら
の
吾
と
注
セ
リ
胴
は
僻
事
鰍
当
流
の
口
伝
に
は
此
寄
の
事

委
細
に
有
寛
平
二
年
二
月
十
五
日
に
嵯
峨
御
堂
ニ
テ
金
字
ノ
法
花
経
供
養
の
有

し
時
若
殿
上
人
の
承
め
よ
き
十
六
人
撰
て
舞
を
ま
は
せ
給
ひ
し
時
に
一
条
太
政

大
臣
師
尹
の
一
男
頭
ノ
中
将
定
時
迷
城
楽
舞
け
る
を
御
覧
し
て
七
条
中
宮
深
ク

思
ひ
か
け
て
歎
給
ひ
け
る
事
世
に
も
れ
聞
え
け
る
時
よ
ゑ
給
寄
也
干
時
定
時
少
将
也

ヒ
サ

十
六
人
＃
は
蔵
人
頭
藤
原
良
行
右
小
将
藤
原
遠
経
左
少
将
高
階
師
尚

兵
庫
頭
高
階
範
光
已
上
左
分

式
部
大
輔
在
原
基
平
侍
従
藤
原
朝
行
蔵
人
少
輔
藤
原
道
綱

中
将
藤
原
保
忠
兵
部
少
輔
大
江
行
基
修
理
大
夫
源
為
忠

左
少
将
藤
原
光
真
少
納
言
中
原
宗
方
少
将
平
長
秀
已
上
右
方

」
似
オ

」
伽
ウ
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昔
も
今
も
し
ら
す

三
華
不

杵
畦
や
、
拝
峰
ぐ
、

花
た
れ
て

四
葉

こ
と
そ
と
も
な
く

し
の
入
め

ほ
か
ら
，
ｊ
、

今
は

い
ひ
し
ら
す

長
少

ミ
ハ
ル
ア
リ
ス
ケ

ぶ
ち
の
く
の
寄
橘
ノ
宗
光
ヵ
娘
を
恋
て
よ
め
る
吾
也
寄
無
義
三
春
ノ
有
輔
ト
は

子
時
若
狭
守
也
姓
を
改
ム
河
内
守
小
野
良
行
か
一
男
小
野
小
町
ヵ
を
い
也
あ
や
な
く
と
は

無
益
也
此
奇
は
宇
多
院
ノ
御
時
寛
平
七
年
三
月
春
日
行
幸
ノ
御
時
人
々
奇
奉
り

し
時
読
ル
吾
也
人
は
い
さ
の
牙
に
昔
シ
今
モ
し
ら
す
と
は
昔
シ
今
も
あ
は
す
と
云
う
意
也

。
◎
函

此
弓
は
大
江
千
里
か
家
の
吾
合
二
よ
め
る
吾
也
こ
り
す
ま
の
吾
に
入
に
く
か
ら
ぬ
と
は
人

の
に
く
上
な
け
れ
は
意
あ
ま
た
文
も
い
と
お
し
き
人
と
有
て
な
き
名
た
ち
ぬ
へ
き
と

云
心
也
此
歌
〈
内
裏
／
吾
合
二
読
給
聖
武
天
皇
ノ
御
歌
也
ひ
む
か
し
の
五
条
よ
り
と
云
詞

よ
り
人
し
れ
ぬ
と
云
ま
て
は
伊
勢
物
語
二
云
か
如
シ
し
の
ふ
れ
は
の
弓
は
延
喜
七
宮

を
恋
奉
て
読
ル
貫
之
か
奇
也
吾
に
山
よ
り
月
の
出
て
い
れ
と
は
わ
か
家
を
出

て
恋
し
き
人
の
許
へ
く
る
と
読
ル
意
也
こ
ひ
ｊ
、
て
の
奇
は
常
康
親
王
伊

ト
マ
Ⅲ
〃

勢
太
神
宮
二
ま
い
り
斎
宮
↓
｜
留
て
斎
宮
ノ
女
御
を
ほ
の
か
に
見
奉
て
恋
し
か
り
て

セ
ウ

読
給
ふ
奇
也
彼
女
御
は
文
徳
天
皇
ノ
御
娘
招
子
内
親
王
な
り
秋
ノ
夜
の
奇
は
忠
仁
公
一
一

め
さ
れ
て
小
町
か
よ
め
る
吾
也
寄
に
こ
と
そ
と
も
な
く
と
は
事
も
な
く
あ
く
る
と

云
義
也
な
か
く
と
も
の
奇
は
助
内
侍
を
恋
て
読
ル
寄
也
一
し
の
生
め
の
牙
に
し
の
異

め
と
は
暁
の
異
名
也
ほ
か
ら
ノ
、
と
は
朗
一
一
な
り
此
吾
は
利
基
中
将
娘
を
恋
て

文
徳
天
皇
あ
そ
は
す
御
吾
也
明
ぬ
と
て
の
吾
に
今
は
の
心
と
は
今
は
か
り

と
思
心
也
い
ひ
し
ら
す
と
は
こ
と
は
り
し
ら
す
と
云
義
也
文
選
一
一
云
長
少
《

サ
ラ
サ
イ
ヒ
シ
ラ
ス

人
不
酔
避
処
何
シ
不
知
理
是
ヲ
歎
カ
ン
卜
云
り
長
少
と
は
さ
か
へ
を
と
る
ふ
る
と
云
義
也

又
伯
撰
一
云
花
〈
霞
中
二
開
テ
隠
一
其
色
今
月
〈
霧
ノ
中
二
隠
テ
失
二
其
／
光
弓

イ
サ
ム
イ
ヒ
シ
ラ
ヌ
カ
ナ

不
知
理
哉
春
秋
恨
露
〈
依
庵
風
消
へ
人
〈
依
友
象
不
言
哉
二
物
ノ
思
上
云

り
さ
れ
は
い
ひ
し
ら
す
と
は
二
〃
書
様
有
と
い
へ
と
も
同
義
也
寄
に
吾
二
思
上
そ
ふ

覧
と
は
お
も
ひ
の
そ
ふ
事
を
云
也
此
二
条
ノ
后
二
忍
ひ
て
あ
ふ
て
後
兄
国
常
大
納
言
の

寄
也
あ
け
ぬ
と
て
の
吾
に
こ
き
た
れ
と
て
は
涙
ふ
か
く
た
れ
て
な
く
と
云
事

」
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難
波
な
る
み
つ

坐
め
ま
の
と

し
も

い
ノ
、
ら
も

コ
ソ
ウ

コ
キ
ト
キ
ニ
ハ

プ
カ
キ

也
古
曽
子
云
花
〈
色
深
時
者
無
し
厭
蠕
雨
ヲ
い
へ
り
さ
れ
は
こ
き
と
は
深
義
也
此
寄
は

二
条
后
を
恋
奉
て
よ
め
る
寄
也
篠
目
の
奇
は
寛
平
／
御
時
ノ
奇

合
↓
云
り
或
説
に
は
伊
勢
に
あ
ふ
て
後
行
平
中
納
言
よ
み
給
フ

牙
と
い
へ
り
吾
無
義
ほ
と
上
き
す
の
牙
は
仁
明
天
皇
ノ
御
時
斉

衡
三
年
ノ
大
嘗
会
二
曼
茶
羅
ヵ
物
見
ル
を
ゑ
て
法
眼
定
海
恋
シ
か
り
て

後
忍
ひ
て
あ
ひ
た
り
し
暁
に
郭
公
の
鳴
シ
事
を
思
出
て
読
て
造
す
也

定
海
ハ
真
如
親
王
の
御
子
也
曼
茶
羅
〈
阿
保
親
王
の
御
子
也

さ
れ
は
い
と
こ
也
ま
む
た
ら
＃
は
在
原
中
将
業
平
也
玉
ぐ
し
け
の
吾
は

寛
平
八
年
四
月
十
七
日
内
裏
弓
合
二
延
喜
御
門
春
宮
の
御
時
あ
そ
は
せ
る
吾
也

ナ

吾
君
か
名
と
可
読
也
今
朝
の
霜
の
吾
の
心
は
け
さ
お
き
わ
か
れ
け
む
か
た
も

し
ら
れ
は
思
ひ
け
る
そ
か
な
し
き
と
読
ル
也
し
も
と
云
は
そ
れ
し
も
な
と
云
義
を

ア
シ
タ
ー
ー

霜
に
そ
へ
て
読
也
是
は
貫
之
か
家
の
吾
合
に
読
ル
也
人
に
あ
ひ
て
朝
に
み

て
造
ス
と
は
小
野
小
町
に
あ
ふ
て
の
朝
也
ね
ぬ
る
夜
の
歌
は
序
二
如
云
一

業
平
朝
臣
の
伊
勢
国
に
い
た
り
て
と
云
よ
り
か
き
く
ら
す
心
の
や
ぷ
と
云

寄
ま
て
は
伊
勢
物
語
に
云
か
こ
と
し
む
は
た
ま
の
奇
に
夢
に
い
く

ら
も
ま
さ
ら
さ
り
け
り
と
は
い
く
ほ
と
も
な
し
と
云
意
也
や
桑
の
う

つ
入
と
は
や
ぷ
の
夜
の
く
ら
き
に
繕
に
あ
ひ
た
る
事
は
夢
の

ま
さ
し
き
に
い
く
ほ
と
の
契
り
目
な
し
と
云
意
也
此
意
は
中
納
言

兼
輔
か
子
ノ
光
明
山
ニ
侍
り
け
る
童
に
始
て
あ
ふ
て
の
朝
に
読
て
造
ス

光
明
山
の
僧
都
勝
延
ヵ
寄
也
勝
延
は
貫
之
か
四
男
也
さ
ょ
ふ
け
て
の

吾
は
延
喜
六
年
貫
之
か
家
ノ
奇
合
に
朱
雀
院
ノ
ょ
承
給
吾
也
寄
に
あ

ま
の
と
と
は
空
ノ
名
也
月
影
に
あ
か
す
も
君
を
あ
ひ
染
つ
る
と
は
月
影
の

あ
か
き
に
そ
へ
て
読
意
也
君
か
名
の
吾
に
難
波
な
る
ゑ
つ
と
は
津
国
難
波

」
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天
智
天
皇
の
御
吾

名
取
川

む
も
れ
木

水
の
心

紫
の
ね
す
り
の
衣

し
た
に
を
思
へ

六
葉

思
と
ち

い
つ
る
夢

ミ
ツ

ウ
ネ

の
三
津
の
浦
の
事
也
其
を
物
を
見
ル
に
よ
そ
へ
て
云
也
此
弓
は
近
江
の
采
女
に

あ
ふ
て
朝
タ
天
智
天
皇
あ
そ
は
せ
る
寄
也
名
と
り
河
は
ゑ
ち
の
国
に
有
む
も

れ
木
と
は
あ
ら
は
れ
ぬ
義
也
上
二
如
云
一
此
寄
ハ
染
殿
の
后
に
忍
テ
あ
ひ
奉
て

紀
真
成
ノ
中
納
言
ノ
牙
也
是
〈
名
虎
大
臣
ノ
三
男
染
殿
の
后
に
は
い
と
こ
な
り

染
殿
ノ
后
ノ
母
は
紀
名
虎
か
い
も
う
と
也
吉
野
河
の
寄
心
は
し
た
に
思
ふ

心
は
は
や
く
と
も
音
に
は
た
て
些
啼
カ
シ
人
も
そ
し
る
と
読
り
水
の

心
と
云
事
は
花
厳
経
二
三
種
心
水
↑
説
リ
三
毒
の
水
を
三
悪
の
濁
水
と
云
上
三
菩

提
の
水
を
三
善
の
心
水
と
云
水
は
器
に
随
て
す
か
た
を
現
シ
心
〈
境
二
依
て

変
ス
故
に
臂
へ
て
心
を
水
と
す
る
也
此
奇
は
貞
観
十
二
年
十
月
廿
八
日

内
裏
奇
合
に
二
条
后
ノ
御
寄
也
恋
敷
は
の
奇
に
し
た
に
を
思
へ
と
も
あ
ら

は
れ
て
下
に
も
思
へ
と
云
心
也
を
文
字
は
や
す
め
字
也
紫
の
ね
す
り
の
衣
↓

。
西
○

云
に
二
義
有
後
漢
書
二
云
三
更
別
レ
ノ
之
後
紫
衣
未
乾
ヵ
書
ク
リ
文
の
意
は
大
国
に

或
ル
臣
下
始
て
女
に
あ
ひ
た
り
け
る
に
彼
女
の
着
た
り
け
る
紫
の
衣
汗
に
ぬ
れ
て

男
の
身
に
う
つ
り
た
り
男
彼
女
の
恋
か
り
け
れ
は
此
紫
を
き
ぬ
に
う
つ
し
て
置
テ

形
見
卜
見
ル
寝
ヲ
汗
に
ぬ
れ
て
絹
に
う
つ
り
た
る
故
に
紫
の
手
す
り
の
衣
と
云
也
又
云

大
和
物
語
云
橘
の
始
祖
女
の
許
へ
忍
ひ
て
行
給
ひ
た
り
け
る
に
彼
女
寝
な
か
ら

紫
の
す
り
を
し
居
た
り
け
る
を
み
て
其
面
影
の
忘
れ
か
た
か
り
け
る
に
よ
り
し
て

思
と
成
死
け
り
其
よ
り
紫
ヲ
ね
す
り
の
衣
と
云
事
を
は
恋
に
読
リ
又
紫
ヲ
根
ニ
テ

。
西
ウ

す
り
た
る
衣
を
ね
す
り
衣
と
云
一
義
有
也
色
に
い
つ
る
夢
ト
ハ
此
思
と
夢
に
も
象

。
○
四
○

ゆ
な
と
云
心
也
此
奇
は
五
条
ノ
后
を
恋
て
仁
明
天
皇
読
給
未
タ
后
ト
モ
成
給
は
さ
り
し
時
ノ

事
也
花
す
ょ
き
の
吾
は
四
条
ノ
后
を
恋
て
読
ル
吾
也
本
文
如
上
橘
の
清
樹
；
は

カ
ス
ヲ

橘
ノ
数
雄
子
也
干
時
大
和
守
也
忍
ひ
に
あ
ひ
し
れ
る
女
と
は
平
ノ
中
興
か
娘
也
是
は

光
孝
天
皇
ノ
内
裏
に
仕
フ
ま
つ
り
け
る
を
渭
樹
忍
ひ
て
通
也
牙
に
思
ふ
と
ち
は
思
う
友
也

」
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そ中
こ務
､ゴーエ

直津
‘プメ鴫

に

篭
ﾉレ

ゴ

ト

七
葉

な
か
れ
ひ
る
ま

川
と
見
な
か
ら

し
み
は
つ
く
と
も

か
く
れ
ぬ
の

藤
衣
と
云
は
上
如
云
返
嵜
に
義
な
し
ぬ
き
か
へ
か
て
ら
と
は
こ
と
衣
を
き
む
と
云
心
也

う
つ
里
に
は
の
弓
に
人
目
を
よ
く
と
は
人
め
を
の
そ
く
也
此
吾
心
は
う
つ
上
に
こ
そ

。
函
目

。
四
口

人
め
を
忍
は
め
夢
に
さ
へ
人
目
を
忍
か
な
し
さ
よ
と
読
也
或
本
二
云
承
な
か
す
へ
な
さ

。
零
回
。

と
有
そ
れ
も
わ
ひ
し
き
義
也
此
吾
は
業
平
を
恋
て
よ
め
る
寄
也

か
き
り
な
き
の
吾
は
同
人
を
恋
て
ょ
め
り
吾
二
無
義
夢
路
に
も
の

吾
は
大
江
ノ
惟
章
を
恋
て
読
ル
奇
也
思
へ
と
も
の
吾
に
人
め
つ
上
ぶ
と
は
人
め
つ
坐
む

を
よ
そ
へ
て
読
ル
也
河
を
ぶ
な
か
ら
と
は
あ
は
と
承
な
か
ら
と
云
義
也
五
音
に
て
し
る
へ
し

此
吾
は
七
条
ノ
中
宮
を
つ
ね
に
み
奉
れ
と
も
互
の
心
は
か
り
か
よ
ひ
て
あ
ふ
事
か
た
か
り

け
れ
は
読
る
藤
原
忠
房
中
将
ノ
吾
也
た
き
つ
せ
の
寄
心
は
滝
津
瀬
の
は
や
き

様
に
思
心
め
を
つ
上
ゑ
て
あ
ふ
事
か
た
し
と
読
り
此
吾
は
七
条
中
宮
を
恋
奉
て

貫
之
か
読
ル
寄
也
寛
平
の
御
時
ノ
牙
合
と
は
寛
平
六
年
四
月
十
七
旦
計
合
也

シ
ケ
リ

紅
の
吾
に
か
く
れ
ぬ
と
は
草
を
ひ
滋
て
か
く
れ
た
る
沼
也
冬
の
池
の
歌
に

一
一
ホ

。
○

す
む
鳰
と
り
と
は
普
通
の
に
ほ
と
云
烏
也
此
歌
も
前
の
吾
合
と
同
時
也
さ
上
の
葉

の
吾
に
し
み
は
つ
く
と
も
と
は
人
に
し
糸
つ
く
と
も
色
に
出
て
あ
ら
は
れ
し
と
云
心
也

回
ロ
。
“

し
み
と
は
氷
リ
也
此
牙
は
貫
之
か
家
の
牙
合
二
読
り
山
し
な
の
を
と
は
の
山
の
吾
は

天
智
天
皇
を
恋
奉
て
近
江
ノ
采
女
か
読
り
み
つ
し
ほ
の
吾
に
な
か
れ
ひ
る
ま
と
は

⑥
函
。
。
。
。

つ
き
ぬ
思
ひ
の
心
也
後
漢
書
云
長
栄
公
ヵ
恨
臺
、
未
し
尽
倒
澤
シ
浦
二
如
不
シ
洩
砺
塩
タ
長
栄
公
上

。
”
○

漢
皇
ノ
臣
下
也
后
を
恋
奉
ル
事
思
ひ
不
し
尽
事
を
云
也
倒
澤
ノ
浦
ト
ハ
明
州
二
有
処
也

す
へ
て
塩
の
ひ
ぬ
処
也
故
二
不
し
尽
事
に
彼
処
を
書
也
さ
れ
は
流
し
ひ
る
ま
の
あ
ひ
か
た
承

と
は
み
つ
塩
の
流
し
ひ
る
事
に
あ
ひ
か
た
し
と
云
寄
也
朶
る
め
浦
に
よ
る
を
こ
そ
ま
て
と
は

君
を
ゑ
む
こ
と
を
こ
そ
侍
と
云
也
此
寄
は
中
務
か
和
寄
浦
の
玉
津
嶋
二
籠
た
る
を

深
養
父
も
共
二
籠
り
あ
ひ
て
朶
初
て
後
二
読
て
造
ス
吾
也
白
河
の
吾
に
そ
こ
き
ょ

象
と
は
底
清
卜
云
心
也
此
寄
は
有
常
か
娘
を
恋
て
読
ル
吾
也
な
か
れ
て
世
上
に
す
む
と

」
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山
橘

事
な
し
ふ
と
も

玉
の
緒
は
か
り

思
へ
は
と
は
ひ
さ
し
く
君
と
あ
は
む
と
思
へ
は
と
云
心
也
し
た
に
の
ぷ
の
奇
に
玉
の
緒

の
た
え
て
み
た
れ
ん
人
な
と
か
め
そ
と
は
下
に
思
ふ
か
く
る
し
き
に
死
な
ん
と

思
に
人
と
か
む
な
と
云
心
也
此
奇
は
延
喜
三
年
の
奇
合
也
我
恋
の
吾
に

マ
キ
モ
ク
ノ
ア
ナ
シ
ノ
ヤ
マ
ノ

山
橘
と
は
色
に
出
る
物
に
読
へ
し
万
葉
云
槇
木
之
穴
無
之
山
野

時
雨
丹
毛
不
敢
色
付
山
橘
野
色
丹
中
出
怒
留
さ
れ
は
色
に
出
る
事

に
是
を
読
ル
也
此
計
は
同
時
滋
春
か
家
の
吾
合
に
読
ル
也
大
か
た
の
吾
は
我

身
す
ゑ
な
と
漕
出
な
ん
と
云
は
忍
も
く
る
し
き
に
我
身
も
皆
あ
ら
は
れ
ん

と
云
リ
世
を
う
み
へ
た
に
み
る
め
す
く
な
し
と
は
世
を
う
ら
む
れ
と
す
見
る
事

少
シ
＃
い
へ
り
此
吾
は
源
ノ
融
卿
て
る
妃
と
て
時
無
双
の
美
女
也
是
を
思
食
懸
て

読
て
遣
ス
平
城
天
皇
の
御
寄
也
枕
よ
り
の
吾
は
貞
観
六
年
九
月
十
三
日

夜
二
百
首
の
寄
業
平
か
す
上
め
げ
る
に
読
る
寄
也
寄
無
義
風
吹
は
の
奇
は

文
武
天
皇
后
を
恋
奉
て
人
丸
の
読
る
吾
也
後
に
彼
の
后
を
は
人
丸
に

た
に
た
り
と
云
り
此
后
は
勝
八
尾
の
娘
也
寄
無
義
あ
ふ
こ
と
は
の
弓
に

ひ

玉
の
緒
は
か
り
と
は
念
珠
の
緒
の
ほ
そ
き
か
如
シ
名
の
立
事
は
吉
野
の

滝
の
如
に
ふ
と
し
と
云
也
此
寄
は
曼
茶
羅
に
忍
ひ
ｌ
、
に
熟
あ
ふ
こ
と
世
に
も
れ

け
れ
は
定
海
の
読
る
寄
也
村
烏
吾
に
こ
と
な
し
ふ
と
も
と
は
こ
と

。
ロ
。
函
○
○
○
。

な
く
と
も
云
義
也
又
は
事
き
れ
す
と
云
心
也
と
い
へ
り
家
持
か
家
の

ワ
カ
セ
コ
カ
コ
ト
ナ
シ
ウ
ト
モ
ウ
ト
マ
レ
Ⅲ
ス
ナ
ヲ
ュ
ク
ス
エ
ノ
チ
キ
リ
ヲ
ヘ
ハ

集
二
云
我
妻
賀
無
事
土
毛
宇
土
真
礼
須
猶
行
末
之
契
思
波

此
寄
の
心
は
事
な
し
と
云
義
也
此
弓
は
深
養
父
の
娘
を
恋
給
て
延
喜
第

一
の
御
子
重
明
の
親
王
の
読
給
御
吾
也
君
に
よ
り
の
吾
は
我
名
は
花
に
と

は
我
名
は
花
の
ち
る
か
如
ク
ち
れ
り
と
い
へ
り
此
寄
は
小
町
に
名
た
ち
て
読

給
光
孝
天
皇
の
い
ま
た
親
王
の
御
時
の
吾
也
吾
に
君
に
よ
り
と
は
君
に

よ
り
と
は
君
に
依
て
我
名
は
立
と
云
也
し
か
と
い
へ
は
吾
に
塵
な
ら
ぬ

」
妬
オ

」
妬
ウ
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ち
り
な
ら
ぬ
名

名
の
空
に
立
と
は
長
能
功
記
二
云
事
也
君
二
候
畷
臣
二
者
〈
以
一
一
賢
道
ヲ
為
孝
苦
シ
テ

チ
リ

レ
民
ヲ
侵
し
君
ヲ
其
名
立
塵
灰
二
言
リ
是
〈
史
記
を
引
ク
詞
也
此
意
を
読
ル
也

此
奇
は
寛
平
六
年
十
月
廿
六
日
司
合
の
嵜
也

」
妬
ウ

」
後
見
返
し

」
後
表
紙

－209－


